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岩 松 浅 夫

1は じめに

主 に古 代 の 西 北 イ ン ド(N・rth-Westernregi・n・ItheGreaterIndia),現 在 の パ キ

ス タ ン の西 北 辺 境 州(N・rth-WesternFr・ntierPr・vince)を 中 心 に,紀 元 前3世 紀

頃 か ら紀 元 後 数 世 紀 迄 の 数 百 年 間 とい う,か な り限 定 さ れ た 地 域 と期 間 に使 用

さ れ た 所 謂 る カ ロ ー シ ュ テ ィ ー 文 字(Kharosthiletters)で 表 さ れ た 資 料 若 し く

は テ キ ス ト類 に は,周 知 の よ う に,シ ャ ー フ バ ー ズ ガ リ ー(Shahbazgarhi)と

マ ー ン セ ー フ ラ ー(Mansehra)に 残 さ れ た2つ の ア シ ョー カ 王 の 碑 文 を初 め と

す る 幾 つ か 一 多 数!の 金 石 文1)や,或 い は コ ー タ ン(近 郊)の 出 土 と さ

れ る 樺 皮 に 書 か れ た 所 謂 る ガ ン ダ ー ラ 語 に よ る 「法 句 経 」(Gandhari

Dharmapada)の 断 片2)な どが あ る が,こ こ で い う 「カ ロ ー シ ュ テ ィー 文 書 」 と

は,主 と して1900年 以 降 の3次(若 し くは,4次)に 亘 る 中 央 ア ジ ア(東 トル キ

ス タ ン。 中 国領 トル キス タ ン=ChineseTurkestanと も。 現在 の 中 国 ・新 彊 ウイ グル 自

治 区)の 探 検 で イ ギ リ ス の ス タ イ ン(SirAurelStein)に よ っ て 発 見 さ れ て 将 来

さ れ た,こ の 文 字 で 表 さ れ た 一 連 の 文 書 群 の こ と を言 う 。 こ れ ら は,木 簡 や,

そ の他 木 に 記 さ れ た もの が 大 部 分 で あ る が3),将 来 後 程 な く して フ ラ ン ス 及 び

イ ギ リ ス の 学 者 た ち に よ っ て,全 て ロ ー マ 字 に転 写 さ れ,「 カ ロ ー シ ュ テ ィ ー

文 書 集 」(Khar・ 寧面Inscripti・ns)の 名 の 許 に 出 版 さ れ た4)。 こ れ らの 文 書 類 は,

内 容 的 に は 王 の 勅 令(命 令 書)や 契 約 書 な ど の 言 わ ば 世 俗 文 書 が 大 部 分 で あ る

が5),中 に は,数 は そ れ 程 多 くは な い も の の,宗 教 関 係 の も の も幾 つ か 含 ま れ



(158}

ている。その宗教 とは,具 体的にはここでは専 ら仏教(の み)と いうことにな

るが,と もあれ,か つて筆者はそれら仏教関係の,若 しくは仏教に関係あると

思われるものの中の何点かについて,そ れらを採 り上げ,若 干の研究 ・考察 ら

しきものを試みたことがある6)。 その際,種 々の理由等からr概 略はともか く

本文そのものに迄立入 っては触れ論 じ得なかったようなものも,幾 つかではあ

るが,あ った。そこで本稿では,そ のような1つ でもあ り,同 時にまた上記の

全カローシユティー文書中の仏教関連のものの中で も恐 らくは最大でかつ最 も

重要 とも考えられる第511番 の資料(文 書,テ キス ト)に ついて採上げ,更 めて

筆者な りに多少の検討 ・考察等 を加えてみることにしたい。

2文 書の周辺

さて,そ の 『カ ロ ー シ ュ テ ィー文 書 集 』(Khar・5宛1π5c吻 置`・ns)の第511番 文 書

(以下,単 に`N・.511'と のみ略)に 関 し,そ れ の 内 容 の検 討 等 の課 題 につ いて入

る前 に,念 の た め に,こ こで初 め に該 文 書 の書 誌 学 的 な ことが らに関 して少 し

く触 れてお くことに したい。

[出土地]先 ず,こ れ の 出土 地 に関 して は,本 文 書 は,ス タイ ンの第2次 探検

(1906～08)の 時 に,そ の最 初 の年,つ ま り1906年 の10月24日 に ニ ヤ 遺 跡(Niya

site)の 第24号Lの 第6室(N・xxiv.vi)か ら出土 ・発 見 され た もの とい う7)。 実

は,当 の ニ ヤ遺 跡 そ の もの に関 して は,ス タ イ ンは 第1次 探 検(1900～01)の

際 に もこ こ を訪 れ て幾 つ か調 査 や発掘等 を行 い,特 に第1号 趾 の 第4(N.1.iv)

及 び 第5号 趾 の 第15(N.V.xv)の 両 室8)か らは彩 しい数 の この 文 字(カ ローシ

ュテ ィー文字)で 表 され た木 簡 な ど を得 て い る が9),こ の 第24号 趾 は そ の 際 は

発 掘 の終 り頃 に な っ て漸 く気付か れ,し たが っ て,そ の時 に もス タイ ン 自身 は

か な り注 意 や興味 を惹か れた ものの,主 に時 間 的 な理 由 か ら殆 ど着 手 されず に

置 かれた とい うものであるlo)。

と ころで,こ の第24号 趾 とい うの は,場 所 的 に は ニ ヤ の遺 跡 全体 の ほぼ 中央

部 に位置 す る所 謂 る 「仏 塔」(stupa)か らは北 西 の 方 角 に約3.1キ ロ離 れ た所 に



カ ロー シュ テ イー文 書 第511番 につ いて(1)(159)

所在 しll),ス タ イ ンが発 掘 した ニ ヤ の諸 遺 跡 の中で も比較 的大 きな部類 に属す

る もの と言 って よいであ ろう12)。 そ して,こ の建 物 の所 有 者 乃 至 住 人 に 関 して

も,ス タ イ ン は 「裕 福 」(wel1-t・-d・)で 「か な りの(相 当な?)高 官 」(an・fficial

・fs・mec・nsequence)で あ っ た ろ う との見 方 を示 して い るが13),そ の こ と,特 に

後 者 の 「(相当 な?)高 官 」 云 々 との こ とは,こ の遺 跡 中 の 所 謂 る 「文 書 庫 」

(archive)と 呼 ば れ た 第8室(N.xxiv.viii)か ら は彩 しい 数 の 木 簡(そ の他 の 文

書)類 が発 見 され14),ま た更 に そ れ らの 中 に はチ ョー ズ ボー官(c・jhb・)15)そ の

他 の役 人 宛 の 王 の 命令 書 等 の言 わば 「公文書」 の類 も多 々含 まれていた ことか

らも,首 肯 さ るべ き こ と と言 って よい か もしれない。 と言 うよ りもむ しろ,の

み な らず この よ うな言 わ ば公 文 書類 が この ように多数収蔵 されていた とい うこ

とは,換 言 して 更 に言 え ば,実 は この建 物 自体 が何 らか の役 所 か若 しくはそれ

に準 ず るような施 設一 例 えば,役 所 の支 所 か,或 い は(例 え ば チ ョーズ ボ ー

官 の よ うな高位 の役 人の)公 邸 の よう な一 で あ った こ とをす ら物語 っている

ので はないか と筆 者 自身 は推 測 ・想像 してい るので もあ るが,果 して如 何 な も

の で あ ろ うか16)。

それ は と もか く,こ の ニ ヤ遺 跡 に は,0方 で は先 に も少 し く触 れ た よ うな仏

塔 が あ り,ま た,寺 院一 或 い は,む しろ祀 堂=仏 堂?と 目 され る よ うな 、

建 物 の 跡 も,2つ 程 で あ るが,確 認 され て い るユ7)。一方 また,こ こか ら出土 し

た木 簡 な どの文 書 類 の中には,こ の地 の僧 伽(bhiksusamgha)に つ い て言 及 した

もの も含 まれ てい る18)。 この よう に,こ の ニ ヤ の 地 に は,0方 で は仏 塔 や寺 院

(仏堂?)の 如 き もの が存 在 し,他 方 また 出 家 者 た る比 丘 も実在 して,し た が っ

て彼 らの居 住 した僧 房 等 も当然存 した と推測 され るわけであ るが,し か し,に

も拘 らず,そ の よ うな言 わ ば仏 教 本 来 の?若 し くは固有 の施 設 と も言 うべ き仏

塔や寺 院 ・僧房 な どの跡か らは仏教 関係 の文書等 は何 も見 出 されず,む しろそ

うで は ない 言 わ ば俗 世 の住 人の住居跡 か ら本文書 も見 つか ってい る とい うこと

は,こ のニ ヤ の仏 教 や,特 に本 文書 の性 格 ・特 徴 及 び これが有 す る意義 な どに

つ いて見 た り考 え ようとす る ときに,や や一 大 い に!?注 意 され て よい と

言 っ て よい で あ ろ う19)。
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i

[文書の年代]次 に,本 文書の年代,つ まりこのNo.511が 何時頃書写 された

のか という時代,若 しくは年代一 絶対年代 についてであるが,こ の点に

関しては,文 書 自体 にそのことを特定で きるような例 えば書写の年月 日等の日

付 などは何 ら記 されず,ま たそれを窺い知 らせるような本文書に関する記録等

も何 も残 されていないので,直 接 にそれを知った り,ま た確めることはで きな

い とい うことになろう。そこで,こ こではそれ以外の方法 によって,つ ま り具

体的には同 じ遺跡か ら出土 した他の文書等 との関係か ら,そ れ らを手掛 りに,

言わば間接的に判断する しかない ということになろう。

そ こで,先 ず そのNo.511以 外 のカロー シュティー文書の年代 についてで

あるが,こ の問題 に関 しては,門 外漢の筆者 としては間然するものは何 ももち

得ないので,そ の道の専門家の意見に従 うしかないが,と もあれ,こ の文書の

年代 の問題 を巡っては,こ れ迄に,そ れを3世 紀頃 とするものか ら同じく7世

紀 と見るものに至 る迄,さ まざまな説が提起 されて きているが如 くである20)。

それらの中,い ずれが正鵠を射,若 しくはよりそれに近いのか,筆 者にはその
あげつら

ことを評論 って云 々 した りす る資格や能力 は もちろんない わけであ るが,こ こ

で は,そ れ ら諸 説 の 中で も比 較 的 有力 視 されてい るので はないか と思 われ る榎

一・雄博士 の説21)に 従 って お くこ とに した い22)
。

さて,そ の榎 博 士 の 意見 に関 して言 え ば,実 は この カ ロー シ ュテ ィー 文書 の

中 には王名 を紀年 とす る 日付 す なわち,「 誰 々王 の何 年 何 月何 日に」 とい

う を記 した例 えば契約書 な どの文書類 がか な り多数含 まれ,そ して そ れ ら

を基 に して,具 体 的 に例 え ばPepiya,Tajaka,Amgoka,Mahiri,Vasmanaと い

う5代(正 確 には,5人?)の 王 統 と,ま た そ れ ぞ れ の 王 の在 位 年(こ れ も,正

確 には,最 大の!記 数年)は 順 次 各8,3,46(ま たは38),28,11年 で,し たが

っ て そ の在 位 年 を合 算 した全体 の年 数 も96年(ま たは88年)と な る こ とな どが

知 られ て い るわ けであ るが23),そ れ ら各 王 の(絶 対)年 代 が,博 士 の計 年 で は

順 次 そ れ ぞ れ256-一 一263,264-一 一266,267-一 一302/304,303/305～330/332,

331/333～341/343年 の如 くな る 算 定 され る とい う ものであ る24)。

こ こで,そ の 一 方 で は ま た,こ れ らの文 書 類 は言 語 的 に は均 一(unif・rm)で,
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それ らの問 には発展 の様子 や様相 などは殆 ど皆無で ある とされる25)。 そ こで,

も しそ う とす る と,つ ま り言 語 的 に殆 ど変 化 が な か った とす れば,文 書 相 互 の

問 に も年 代 的 な差 や 開 きはそれ程 なかった と見 て よい とい うことになろ うが,

そ う考 えて大 過 なか った とす れ ば,カ ロー シュ テ ィー文 書 全 体 の年 代 も概 略王

統 のそれ とほぼ同 じ頃,つ ま り256～341/343年 の 問 か,若 し くは そ の前 後 暫 く

の 問 と見 得 る とい うことになる26)。 実 は,こ う して該 カ ロー シュ テ ィー文 書 の

年代 も計算 ・算定 され,想 定 され て い る とい うわ け で あ る27)。

とこ ろで,文 書 全 体 の年 代 の大 要 につ い て は この通 りであった として も,こ

こで 翻 っ て このNo.511が 出 土 した 第24号 趾 の他 の文 書 類 につ い て 見 て み る

と,実 は記 年 の あ る 中で 最 も新 しい 年代 のそれ は 「Vasmana王 の11年 」 で は

な くて,「Mahiri王 の21年 」 で あ る こ とが 知 られ る の で あ る(最 古 はrAmg・ka

王の6年 」)。この紀 年 は,前 述 の榎 博 士 の説 で は323/325年(同 じくAmg・ka王 の

6年 は272年)と い う こ と に な るが,も しこ のMahiri王 の21年 とい う記 年 が こ

の 第24号 趾 出土 の文 書 の年 代 一成 立 若 し くは書写 な どの に も何 らかの関

わ りある もの とす れば28),当 のNo.511の 年 代 の 下 限 も先 の341/343年 か らそ

こ迄,つ ま り約20年 程 は引 き上 げ られ る とい う こ とに なろ う。

とい うことで,筆 者 自身 は,こ のNo.511の(書 写 の)年 代 を ほ ぼ320年 よ

り も以 前,恐 ら くは300年 頃 か或 い は む し ろそ れ 以 前 と見 て もよいので はない

か と考 えてい るのであ るが,果 して どの よ うな もの で あ ろ うか29)。

[形状及び書写 の様式]さ て,こ こで 文 書 そ の もの の話 題 に入 って,本 文 書 の

外 形 的 な様 子 や特 徴 な ど に関 して言 えば,先 ず,書 写 の材 料 と して は,こ れの

料 紙?は 木 で,形 状 は 「横 長 の 長 方 形 の板 」(・b1・ngb・ard)と され,そ の大 き

さ(寸 法)は 横 ・縦 ・厚 さ が そ れ ぞ れ2'・ ・"×5÷"×38-"(≒88・9×14・6× …cm)

であ る とい う30)。 とこ ろで,こ の よ うに大 きなサ イ ズ の もの は,特 に ス タイ ン

が将 来 した ニ ヤ遺 趾 か らの出土 品中 には他 に知 られず,ま た,形 状 上 もこの よ

う に例 え ば'1形(wedge)や 矩 形(rectangular)の よ う に整 え て書 字 板(tablet)と

しない で た だ の?板(b・ard)と され るの もこれ だ け の よ うで,し た が っ て,こ

の よ う な大 きなサ イ ズ と形 状 上 の特徴 な どは,本 文 書 だ け の,し たが っ て また
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それだけユ ニー クな もの と言 って もよいか もしれない。

それ は と もか く,こ のNo.511に は,言 わ ば そ の よ う な諸 特 徴,特 にそ れ の

大 き さに見 合 う よ う な形 で,か な り大 きな,ま た能 書 体(calligraphy)の 書体 で31),

表 面 に は6行 とそ して裏 面 に は7行 が,1行 当 り約80-一一125字程 度 の割 合 で32),

そ れ ぞ れ記 され て い る とい うこ とになる33)。

[従来の研究]こ の項 目の 最 後 に,本 文 書 に関 す る これ迄 の研 究 に ついて一 言

してお くこ とに しよう。

先 ず,こ のNo.511に 関 して は,本 文 書 を含 む カ ロ ー シ ュ デ ィー文書 全体

をローマ字 に転 写 して出版 した 『カローシュテ ィー文書 集』 の 中で既 に,そ れ

の 中で用 い られ て い る カ ロー シュテ ィー文字 の字形 や書体等 を巡 る問題等 に関

して採 上 げ て関説 ・言 及 され,特 に この 文 書 中 に現 れ るsatraやja・ndaka(-

satra)な る 綴 字 法 や 語 形 な ど に 関 し て は,『 ア ヴ ァ ダー ナ シ ャ タ カ』

(A¢フαd切πα6α渉αんα)と の関 係 も指 摘 され,論 及 され てい る34)。

次 に,同 『文 書 集』 中の個 々 の文 書 乃 至 テキス トに関 して は,そ の全 て を ま

た完 全 に とい う わ け では必 ず しもないが,イ ギ リス のバ ロ ー(T・Burr・w)が 英

語 訳 を試 み て お り,本 文書 もそ の 中 に含 まれ て い る35)。 た だ し,彼 の そ の翻 訳

で は,文 書 そ の もの は前 述 した よ うに表裏 両面の書写 であ るわ けであ るが,訳

出 そ の もの は表 面 の み に限 られ,裏 面 の方 は一 消 失 字 や判 読 不 明字 の箇所 が

あ ま りに多 くて,可 読 な部分 が 「断片 的」 過 ぎる との理 由で一 省 略 されてい

る36)。

その他,本 文書に関 しては,わ が国の学者の中にも興味を惹かれた り関心 を

有 し,こ れの研究を試み られた人 も何人かあったようである。例 えば,筆 者の

知 り得た範囲で も,先 ず歴史学,特 に東洋史やその中の0部 の中央 アジア史の

分野では先ず長沢和俊氏が,こ れは奇 しくもバ ローと同 じように表面のみとい

うことになるが,和 訳 を示 され37),ま た仏教学の分野で も,近 年 になって蓮池

利隆氏が,こ ちらの方 はかな り断片的でまた選択的ではあるが,表 裏の両面の

部分 について,特 に 『アヴァダーナシャタカ』などとの比較 ・対照 を通 して,

内容の解明等 を試み られている38)。
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管見に触 れ得 た範囲内で言えば,本 文書に対する従来の研究は上の如 くであ

るということになろう。或いはこれらの他 にも,筆 者の知った り確かめ得 なか

ったものも幾篇か存するかもしれないが,そ れらに関 しては,い ずれ後 日の課

題 ということにしてお きたい。

3文 書の性格

文書の言わば外形的なことが ら,つ まり外面的なあ り方等の問題 に関 しては

これ くらいにして,次 に,や は り本文の考察や検討 といった小論の本来の課題

よう

につい て入 る前 に,文 書 自体 に即 して,つ ま り本 文書 の あ り様 や性 格 ・特徴等

の ことに関 して,簡 単 に見 て お くこ とに した い 。

[文章 とその構成]先 ず,本 文 書 の書 写 のあ り方(さ れ方)に 関 して は,先 述 し

た よ うに このNo.511は 表 裏 の 両 面 書 写 で,ま た文 字 は,本 文 部 分 につ い て

は表 面 に6行 とそ して裏 面 に は7行 が,そ れ ぞ れ記 され て い る とい う こ とにな

る。

次 に,文 章 の構 成(散 文か韻文か とい う)と い う こ とで は,そ の本 文 部 分 は両

面 と もに韻 文 即 ち偶頒 で表 されている。 そ して,そ れ らの 韻律(metre)は,同

一 面 内 で は 同 じだが
,表 裏 で はそ れ ぞ れ異 な って,別 の もの にな って い る。 具

体 的 に は,先 ず 表 面 は1行 即 ち1詩 句(pada)が11ま た は12音 節 の詩 節 が4行

か ら成 る所 謂 るTristubh-jagati(長 短調 は,U-uI--UlU-Ul-]/U-

Ul-一UlU-Ul-UU)で,ま た 裏 面 は 同 じ く1行 が14音 節 のVasantati-

laka(長 短調 は,一 一Ul-∪UlU-UlU-Ul-」J)で そ れ ぞ れ 構 成 され,

また そ れ らの韻 律 で表 され た偶 頒 が,表 面 に は12偶 とそ して裏 面 には14偶 が,

と もに記 され て い る とい う こ とになろう。

一方
,そ れ らの偶 頒 が表 す 内容 に関 しては,表 裏 そ れ ぞ れ の面 内 で は主 題 や

主 張 ・内容等 は連続 し若 しくは相互 に関連 してお り,し たが っ て,両 面 と もに

0連 の もの と考 えて よい で あ ろ う
。 しか し,表 面 と裏 面 相 互 の 間 には,主 題 的

に は多 少 類 似 や 共通 して い る と思 われ る要素 もな くはないが,必 ず しも直 接繋
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った り連続 してい る とは言 えず,ま た前 述 した よ う に表面 と裏 面 で は韻律 自体

が異 なってい る外,偶 頒 の番 号 もそ れ ぞ れ独 立 に付 け られてい る とい うこ とも

あ って,こ の よ う な こ とな どか ら,両 者 即 ち両 面 はそ れ ぞ れ 別 の テ キス トを表

してい る と見 るべ きもの とい うこ とになろ う。

[言 語]次 に,本 文 書 で用 い られ て い る(本 文書が表 されてい る)言 語 に 関 し

て は,既 に早 く本 文 書 を ロー マ字 に転 写 して出版 した 『カロー シュテ ィ0文 書

集 』 にお い て,「 サ ンス ク リ ッ トに随 時 プ ラー ク リ ッ ト的 な要素 を交 えた」所

謂 る 「仏教梵 語」(BuddhistSanskrit)で,し か もそ の 「通 常 の仏 教 梵 語 が ニヤ

方 言 によ り近 い形 に改 め られた」 もの との指摘 が なされてい る39)。

と ころ で,同 書 に言 う 「ニ ヤ 方 言 」(Niyadialect)と は,も ち ろ ん この カ ロー

シ ュテ ィー文 書 の中の殆 ど大部分 で共通 して,言 わ ば 共通 語 的 に用 い られ て い

る言 語 の こ とで あるが,こ の 言 葉(方 言)は,ガ ン ダー ラ な ど古 代 イ ン ドの西

北 地 方 を中心 にか な り広 く行 われ てい た中期 イン ド ・アー リア語(middleInd・-

aryan)の プ ラー ク リ ッ トの 一 種 で,か つ て は 「西 北 方 言 」(N・rth-Western

Prakrit)な ど と も 称 さ れ た が,今 日 で は 通 常 所 謂 る 「ガ ン ダー ラ語」

(Gandhari)の 名 で呼 ば れ て い る もの 若 し くは,少 な く と もそ れ の一 種

で あ る40)。 そ れ は と もか く,本 文 書 が この よ う に 「ニ ヤ方 言(=ガ ンダーラ語)

的 な仏 教 梵 語 」(若 しくは,「 仏教梵語的 なガ ンダーラ語」?)で 表 され て い る との

該 『文 書 集』 の指 摘 は,特 に こ のNo.511に は そ の よ う なつ ま りガ ン ダー ラ

語 的 な諸特徴 がかな り色濃 く,そ して種 類 や数 も多 く見 られ る とい うことは,

該 『文 書 集 』 が 例 示 した41)も の の他 に も,例 え ばttやddhの よ う な 同 類 の

す なわ ち,調 音 部 位 が 同 じで 同 じ発 音 の仕 方 をす る 複子音 が単綴 され

た り,或 い はtとdの よ う な無 声 音 と有 声 音 の 間 に は時折,ま たkとkhの

よ う な無 気 音 と帯 気 音 の 問 に も稀 には,そ れ ぞ れ交 替 が見 られ る とい う ことな

どか らも首肯 され ると言 って よいであろ う42)。

この よ う に,本 文 書 で用 い られ て い る言葉 に は,あ る面 で はか な り顕 著 に と

言 って よい程 にガンダーラ語 的 な特徴 が窺 えるわ けであ るが,し か しそ の 反面,

これ が先 述 の よ う に偶 頒 で 表 されてい る とい うこ とか ら,韻 律 的 に ど うな って
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いるか,ど の ように扱われているか ということを調べてみると,実 は,例 えば

前述 したような特に複子音が単綴されるとい う,ガ ンダーラ語の顕著な特徴 と

され,ま た0見 それ(ガ ンダーラ語)で 表 されているように見 えるようなこと

が らも,実 際には韻律的には複子音 として扱 われ,つ ま り実質的に複子音であ

る一 若 しくは,少 な くともそのように見徹 されている ことが知 られるな

どして,し たがって必ず しも仏教梵語の範囲を出るものではない ことが知 られ

る,と い うこともあるのである。

とすると,こ のようなことは一体何 を表 し,若 しくは意味すると見るべ きな

のであろうか。そ して,こ れに対 しては筆者 は,実 はこのNo.511は 最初か

らこの通 りに,つ まり現在 の形のまま作 られた り著 されたものではな くて,恐

らくは元になるもの,す なわち 「原典」 とも言 うべ きものがあって,そ れか ら

現在の形に移 し変えられた,換 言すれば言わば0種 の 「翻訳」 をされたもので,

更に言 えば,そ の元の 〈原典〉こそは先述の所謂 る 「仏教梵語」で表 されてい

たのではないかと考えるのであるが,果 して如何な ものであろうか43)。

このような筆者の見方 に対 しては,或 いは別様の捉え方や意見等 も存するか

もしれないが,い ずれにしても,本 稿ではそのような見方や見地から,で きる

だけ韻律上の要求にも合致 させ るという形で,底 本のテキス ト(原 綴)か らそ

れの仏教梵語への復原 ・回復等 を試みてみることにしたい。

[特異な標記法(記 号)に ついて]さ て,最 後に,そ のような本文書の内容の検

討 ・考察 といった本題 について入 る前 に,実 は前述の韻律の問題 とも密接 に関

係 しているように もi窺われるわけであるが,こ のNo.511に は他 にはあま り

見 られない,や や と言 うかかな り特異な標記法(記 号の用法)が 見 られるので,

そ してまたこの問題 に関 してはこれ迄 まだ十分 に検討や論及等はされてこなか

ったようにも思われるので44),そ の件 について一言 してお きたい。それは,具

体的には,こ の文書(写 本)の 中のある 幾つかの,ま た特定の?文 字

に対 し,そ の基字の下に 「・・」の記号(符 号?)が 添 えられているような例が

見 られるということで,そ の記号の意味乃至役割 をどのように捉え,考 えるか

ということである。
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その点 について,つ ま り該 記 号 の用 例 ・用 法 につ いて,も う少 し具 体 的 に実

例 に即 す る形 で言 え ば,こ の記 号 は表 面 で はvisudha,uktama,subhadra,utama
OOoOOOOO

(2度)の 如 く,ま た 裏 面 で もupalabhi(9度),bu_,satamasya,utamasya,la-
ooOQOoooOo

dhvaの よ う に,表 裏 両 面 に亘 っ て,か な り多 くの語 に対 して 記 され て いるの

が見 られる とい うこ とである。 ところで,一 方 また この記 号 は本 文 書 以外 には

ただNo.647で 一 そ れ も,た だ1例 のみ!?が 一 一知 られ るだ けで あ る が45),

いず れ にせ よ,こ の よ う にか な り特 徴 的 で また特異 と も言 うべ きこの記号(の

用 法)は 一体 何 を表 し,若 し くは表 そ う と した もの な の か とい うことであ る。

実 は,こ の 記 号 の 意 味 や役 割 な どの 問題 に関 して は,先 の 『カ ロ ー シ ュ テ

ィー文 書 集』 で も採 上 げて触 れ られてお り,そ れ に対 す る 同書 の捉 え方 も示 さ

れ ている。す なわち,同 書 で は,該 カ ロ ー シ ュテ ィー文 書 で用 い られている文

字 につい て考 察 し述べ る条下 で,特 に本 文 書 中 に散 見 と言 う よ りも,頻 見

f

?!す る この記 号 に関 して も触 れ,言 及 して い る わ け で あ るが,そ こで は,

この記号 は 「母 音 の音価(音 色)を あ る種 別 の もの に変 える」(s・memodification

・fthev・wels・und)も の との解 釈 が示 され てい る とい うわけで ある46)。

記号 の用 例 ・用法 の実 際 と,管 見 に触 れ た範 囲 で のそ れ に対 す る解釈 法 とは

以上の通 りであ るが,こ の,特 に後 者 の該 記 号 に対 す る 『文 書集』 の捉 え方 に

ついて は,果 して どの よ うな もので あ ろ うか。実 は,こ れ に対 して は筆 者 は,

別様 の見 方 や捉 え方 も可 能 で,ま た む しろそ う解 すべ きで は ないか と考 えるの

で,そ の 点 につ い て,筆 者 の考 え を少 し く述べ て み る こ とに したい。

さて,こ の記 号 の有 す る意 味 若 し くは役 割 につい て考察す るため に,こ こで

これ が付 され て い る語 と,そ の記 号 の語 中 にお け る位 置 をサ ンス ク リッ トとの

関係 で見 てみ る と,対 応 が 比 較 的 明 らか な もの に関 して は,例 え ばvisudha〈
..

visuddha-,subhadra<subhadrah,utama<uttamam/uttame,satamasya<sapta-
○○ ○○ ○O

masya,utamasya<uttamasya,ladhva<labdhvaの 如 く に な っ て い る こ と が 知 ら
◎OQO

れる。すなわち,こ の記号が添 えられているのは,還 元 したサンスクリットの

語形 との関係で言えば,い ずれ もそれ自身は短母音であるがその後 には2つ 若

しくはそれ以上のつまり複数の子音が続 く,す なわち,韻 律の上では 「位置的
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に長い」(1・ngbyp・siti・n)とされる音の場合で,し か もその場合 だけに限 られ

ているのではないか,と い うことである47)。そ こで,そ のことを念頭 に,今 度

は必ず しもサ ンスクリッ トとの対応が分明でない,つ まりサンスクリットに簡

単 には還元 しに くい,語 に対 して も韻律上長短がどうなっているかを調べてみ

ると,そ のいずれの場合 にも,韻 律上は長音 となっている 長音であること

が要求される ことが知 られるのである48)。

ということで,こ の記号のこのような用例乃至用法が一体何 を表 し,若 しく

は表そうとしたものなのか と言 えば,そ の=答も自ずから明らかになって くるの

ではないであろうか。すなわち,こ の問題 に対 しては筆者は,こ の 「・・」 なる

記号 は,該 『文書集』が想定 した ように母音の音価や調値 などに関わるもので

はなくて,韻 律上,成 節母音がそれ自身 としては短音で,ま た後続の子音 もこ

のカローシュティー文字の綴字法上単綴される等のために,そ のままでは短音

と見徹 された り扱 われかねないような音節 に対 して,実 は長音 として すな

わち,「 位置的 に」!長 い音 として一 扱わるべ きものであることを示すため

の ものではないか と考 え,ま たそ う見得べ きことを提起 したい と考 えるわけな

ので もあるが,こ の点に関 して も,果 して如何 なものであろうか。

4テ キス トとその再構成

序 論 若 し くは,導 論(intr・ducti・n)的 な話 題 や 問 題 等 につ い て は こ

れ くらい に して,次 に,本 稿 の 目 的で あ る本 文 書 の 本 文 そ の ものへの検 討 ・考

察(仏 教梵語への還元乃至復原 と,そ れか らの和訳 など)の 課 題 に つ い て,実 際 に

入 っ てみ る こ とに したい 。順序 として,先 ず 表 面 か ら始 め る こ とに しよ う。

A.表 面

この表面は,直 接 にこれが何であ り,或 いは(既 知の)ど のような経論等 に

対応するものかなどということは明言で きないが,内 容的に,或 いは主題 とい

うことで言えば,恐 らくは在家信者たちを対象にし,主 に僧伽つまり実際には
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その構成員である比丘 に対 して操浴(snatra)の 布施 を行 うよう勧め,そ して

それの功徳 などについて説いた ものと言ってよいであろう。

ところで,こ のようにこの表面には直接 それに対応や相当するものが知 られ

ないとい うことで,こ れと他の経論等 との関係について見るために,こ れの主

題若 しくは内容である 「操浴の布施」(と その功徳)云 々 ということで言 えば,

比較的?よ く知 られているのは 『アヴァダーナシャタカ』,就 中それの第13話

の 「操浴アヴァダーナ」(Snatra)中 のそれということになろう。すなわち,そ

の話(ア ヴァダーナ)の 梗概 は,あ る時,舎 衛城 の五百人の商人が荒野 を旅 し

ていて道に迷い,砂 漠に入 り込んで しまった。そ して厳 しい暑熱 と喉の渇 きで

苦 しんでいたときに,彼 らの中に1人 優婆塞がいて,皆 に仏 に帰依するように

勧めた。その勧 めに従dて 全員で 「南無仏」 と唱えたところ,直 ちに仏が姿を

現 し,ま たその仏 の意向を受 けてイン ドラ神(sakra,帝 釈天)が 雨を降 らせ,こ

うして商人たちは危急を脱 し,故 郷 の舎衛城に無事帰還することがで きた……。

そ して,こ の ようなことを 「現世物語」即 ち導入 として,か つて過去世に栴檀

仏(candana)と い う仏が世に在 したとき,あ る国王がその栴檀仏 に自分の国に

3か 月滞在 されるよう招請 した。そ して,そ の仏の滞在期間中に国に大旱越が
ずい

起 り,王 が そ の 対 処 法 と し て 池 を作 っ て そ の 中 で仏 に香 水(nanagandhapa一
ささ

ribhavita-udaka)の 燥 浴 を献 げ た とこ ろ,立 ち どこ ろ に イ ン ドラが 大 雨 を降 らせ ,

旱 越 も収 ま った 。 こ う して,人 々 も仏 教 を信 じる よ うに な り,ま た各 地方 に は

そ の 時 の香 水 を収 め た瓶 を祀 った塔 も建て られ た……,と い う 「過 去 の 因縁 物

語」 の 〈ア ヴ ァダーナ〉へ と続 くとい うものである49)。

この 『ア ヴ ァ ダー ナ シ ャ タ カ』 の第13話 に関 して は,そ れ に対 応 す る 『撰 集

百 縁 経』 中 の同 じ第13話 の 「法 護i王請 仏 洗 浴 縁 」50)でも殆 ど同 内容 とな っ て い

る他,恐 ら くは 同話 を素材 にそ れ を大 幅 に増広 し詩形 に改 めて成 った と推測 さ

れ る 『ラ トナマー ラー ア ヴ ァダー ナ』(R伽 α緬1伽4伽 α)中 に所 収 の 第2話 の

「燥 浴 ア ヴ ァ ダ ー ナ」(Snatavadana)で も ほ ぼ 同 趣 旨 の こ とが 述 べ られ て い

る51)。 一 方 また,話 の筋 立 そ の もの は必 ず し も全 同で はないが,特 に同 話 の後

半 部 の 「漂 浴 の布 施 」 とい う主題 に関 して は,仏 名 も含 め て ほぼ類 似 した 内容
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や性格 を有するもの として,『 雑宝蔵経』 の第77話 の 「迦歩王国天旱浴仏得雨

縁」 を更 にこれ らに加 えることもできるか もしれない52)。その中,実 は,先 の

第2節 においても少 しく触れたように,初 めの 『アヴァダーナシャタカ』(の

第13話,及 び第50,100の2話)と この表面の関係 については,特 に文書で用

い られている文字の問題 との関連で(両 者には同じ用語一術語が見出されるなどと

のことから),該 『文書集』で も夙 に知 られて指摘 されていたわけであるが53),

ただ し,そ こでは,特 に 『アヴァダーナシャタカ』の第13話 に関 しては内容へ

の言及 も多少はされている ものの54),問 題や関心は別のところにあったという

こともあって,そ れ程深 くまた詳 しく,比 較 ・検討 されて論 じられたというこ

とではなかったというわけである。

ともあれ,こ の ように,「 操浴の布施」 を説 きまたその功徳 を強調するとい

う点では,こ の表面 と 『アヴァダーナシャタカ』の特 に第13話 等 との間に共通

す る話題や主題 などは見 られるが,し か し,多 少仔細 にそれらを比較 し,検 討

して見 ると,両 者は必ず しも全同どころか類同 しているということで もな くて,

む しろかなりの点で相違 していることが知 られるのである。例えば,先 ず,操

浴の布施の対象者 について見 るとi前 者の 『アヴァダーナシャタカ』その他で

は仏 それ も,仏 だけ!で あったのが この表面では辟支仏から阿羅漢迄,

と言 うよりも,捉 え方によっては更 に僧伽の構成員の(普 通の?つ まりまだ阿羅

漢になっていないような?)比 丘に迄す ら拡大 され,否 む しろ最後者の彼 らの方

に力点が置かれ移 されて しまっているように見受けられ,或 いはまた,深 浴の

布施 による果報 も,前 者では旱越の解消 というかなり社会的性格の強い ものが,

後者では個々人の身体的美麗 さや無病 という極めて個人的な性格のそれに言わ

ば変質 し,ま た操浴の様式乃至方法 も,前 者では池 に入って香水 などを実際に

灌水するというかなり原始的で素朴 な?一 と,こ のように言 うと,語 弊があ

るか もしれないが ものか ら,後 者では蒸気浴(或 いは,蒸 風呂)の ような文

明的な?そ れに改められていること55),等 々。

このように,本 文書の表面 と 『アヴァダーナシャタカ』その他の既知のテキ

ス ト(ア ヴァダーナ文献)類 との間には,「 深浴の布施」 とその功徳の強調 とい
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う主題の共通性 と,ま た細部 においては決 して小 さくない相違 も多々見 られる

という,言 わば相反するような性格や特徴が見 られるわけであるが,こ のよう

な両者の関係 については,そ れをどう考えたらよいのであろうか。相互の問に

関係が なか ったとい うことは,両 者で主題や内容がかな り共通 し,と りわけ

(旱越時な どでの)イ ン ドラ神 の降雨の件が言われていることからも,考 え得

ないことと思われ,し たがってどちらか一方は他方 を知っていて,そ れをある

程度採入れた り利用 して作 られたものと考えられるが,で はその両者の中どち

らが先在 して他方に利用 されたのかと言えば,種 々の理由や情況等から,後 者

の 『アヴァダーナシャタカ』類 の方が先にあったと考えるのが 自然であろう。

とい うことで,筆 者 は,本 文書の表面は,恐 ら くは 「アヴァダーナシャタ

カ』 の特に第13話 などを根抵 に,そ れに時代的 ・地域的 ・社会的その他 さまざ

まな要因や要求などが加わって,言 わば換骨脱胎 されてこのような形乃至内容

のものになった,す なわちそれが0種 改変 改窟?!さ れた ものではない

か と考えるのであるが,と もあれ,そ れの当否についてはいずれ後考 を侯つこ

ととして,こ こでは,こ の表面にはこのような課題 というか問題 も残 されてい

るとい うことを付加えてお きたい56)。

前置的な話ばか りに多大の紙数を費すことになってしまったが,こ こで更め

てこのNo.511文 書の表面のテキス ト本文 とそれの仏教梵語形への筆者の回

復 一復原試案,及 びそれの和訳文などを掲 げて,大 方の批正を仰 ぐことにした

いo

[凡 例]

(この表面 で示 したことは,基 本的には裏面の場合 に も殆 どそのまま適用される)

①本文の偏頒 は一括せず,1偶 毎 に底本テキス ト(底 本の読み)と その再構形 を交互

に掲 げることにする。

②その際,紙 面の都合上,底 本テキス トは左詰 で,ま たそれに対する筆者の再構形は

それよりも下げて(右 寄せで)示 す ことにする。

③底本に付 された異読その他の注記は,筆 者が参照 しそれを採用 した場合 も少なくな
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いので,本 文末 に纏 めてその まま掲出す る。

④それに対 して,筆 者 の再構 した語形その他に関する注記は,底 本のそれ との混同を

避 けるために*印 を付 けた通 し番号で表 し,そ の説明文 は和訳 の後に一括 して掲げ

る。

⑤再構形に対する注記は,韻 律上の理 由による単なる母音の長短の手直 し(変 更)や,

また名詞(及 び形容詞)の 語幹がその まま曲用形 として用い られるような場合にも,

煩 を避けるために,省 略する。

⑥筆者が呈示 した再構形の中には,韻 律 に犠触 しない範 囲内で,よ りサ ンスクリッ ト

的かプラークリット的と見るかで,そ の形が多少異なって表 されるものがある。そ

の際,で きるだけ原綴 底本の読み方 に沿 う形のそれ(復 原 ・再構形)を 考

えて掲げたつ もりであるが,な お若干疑念や躊躇 を覚 えた ものがあ り,ま た不統一

もあるであろうことを断っておきたい。

⑦その他,略 号 その他の記号の使用 に関 しては,慣 用 に従 い,説 明や注記等 を省略 し

たもの もある。
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〔和 訳〕

ガ ナ

1.最 上 の 共 同体(一 僧伽)に 〔ジ ャ ン ター カ(蒸 気浴)の 〕 深浴 をな す(布 施
きよらか きよらか

する)者,〔 彼 は〕 清 浄 な 眼 の,光 輝 く,清 浄 な 身 体 の,優 美 で,美 しい皮

膚 の者 とな り,ま た少 なか らぬ(か な りの)長 寿 を得 る 〔で あ ろ う〕。

2.最 上の共同体に 〔ジャンターカの〕操浴をなす者,彼 には甲状腺腫や水腫

はな く,そ こには(?)象 皮病或い は連瘡(皮 膚病の一種)〔 等 の病気〕 も
きよらか か ぐ わ

〔ない〕。 〔反対 に〕彼 は 白浄 な,芳 香 しい 身体 を得 る 〔で あ ろ う〕。

3.最 上 の 共 同体 に 〔ジ ャ ン ター カ の〕 操浴 をなす者,〔 彼 は〕 大 きな 眼 の,
かおだち ひ と

光輝 く,金 色 の 身体 を した,端 正 な顔 貌 の者 とな り,ま た 〔彼 の,他 人〕 よ

り勝 れ た両 脚 は揃 って 〔地 に〕真 っ直 ぐ立 った(一 両脚の真 っ直 ぐに伸 びた?)

〔そ の よ うな者 と なる(で あ ろ う)〕。

4.〔 この よ うに〕 これ(最 上の共同体e僧 伽)に 対 す る 〔ジ ャ ン タ ー カ操 浴 の〕
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布施 〔こそ〕 は 〔数ある布施の中で も〕最上で,最 勝の布施であ り,〔 この〕

ジャンターカ 〔深浴の布施〕 の行為 には 〔善い〕結果の現れがある(善 い結
ひ と

果を表す 〔=与 えて くれ る?〕 ものである)。 〔そ れ故,他 者 の〕 利 益 を図 り,ジ

ナ(勝 者 一仏)に して 最 高 の 真 理 を知 る如 来 に,〔 先 ず 第 一 に?こ の ジ ャ ン

ター カ操 浴 の 布 施 に よる〕供 養 はあれ(如 来は……供養 さるべ きであ る)。
ひとりい こ の

5.ま た,辟 支 仏 は遠 離 に依 拠 して(一 俗世間等 を厭離 して)独 居 を好 楽 み,山

す み か

の洞窟 を住処 と して,自 分 の 目的 に専 心 して心 の平 静 さ(奢 摩他)の 功 徳 を

楽 しむ者 で あ るが,〔 こ の よ う な〕 自存 者(自 分独 りだけで存 する者)た る彼

らに もま た 〔ジ ャ ンタ ー カ操浴 の布施の〕供 養 はあれ。

6.〔 ま た,〕 カ ウ ンデ ィニ ヤ 〔な る〕 姓 の 者が最初 の者(一 弟子)た ち の 〔一

人 た る〕 弟 子(す なわち,最 初の弟子の一人)で,ま た彼 ら(=弟 子たち)の 最

後 の者 は スバ ドラ 〔とい う者〕 で あ ったが,そ の 間 に過 ぎ去 っ た(一 存在 し

た,す なわち,最 初 か ら最後迄の)ジ ナ の息 子 た ち,彼 ら もま た 〔この ジ ャ ン

ター カ操 浴 の布施 を もって〕 供養 されてあれ。

7.〔 この よ うに〕 これ(最 上 の共同体 一僧伽)に 対 す る 〔ジ ャ ン ター カ操 浴 の〕

布 施 〔こそ〕 は 〔数 あ る布施 の 中で も〕最 上 の,功 徳 の 王 で あ る。 〔比 丘 に

は〕 上 座(長 老)と 中 間 〔にあ る者 〕 と新 しい(新 参の)比 丘 た ち と 〔が あ る

が,彼 らの 中 で〕 まだ 〔この ジ ャ ン ターカ深浴 の布施 を〕 受 けない者,そ の

者 た ち に は不 安 が あ れ(あ るであ ろ う?)。 〔ま た〕 既 に受 け た 者 た ち に は絶

えず無畏が あれ(確 信=安 心感があるであ ろう?)。

8.〔 この よ う に〕 この,師 を敬 愛 し尊 重 す る 〔行 為 で あ る〕 ジ ャンターカ操
の 　 　 ゆ 　 　 け が れ

浴 の功徳 に近づ いた(=得 た?)比 丘 た ち(ま たは,比 丘)は,〔 垢 薇 を〕 去 っ

た心 に よ って,〔 悪 〕 業 を転 じて,垢 臓 が な く過 失 の な い者 となれ(な るであ

ろう)。

9.〔 この よ うに〕 こ れ(最 上の共 同体 一僧伽)に 対 して垢 稜 を取 除 く 〔行 為 で

あ る〕 ジ ャンターカ 〔の深浴〕 を施与 し,操 浴 させ,〔 深浴 の後 身体 に塗 る〕

香 油 を布 施 す る者,〔 この よ うに〕 糞 れ た者(=比 丘?)に ジ ャ ン ター カ 〔操

浴 〕 の所 得(利 益)を 布 施 す る者 た ち(ま たは,布 施す る者),〔 彼(ら)も ま
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た〕過失が な く垢臓 のない者 となれ(な るであろう)。

10.〔 この よ う に〕 こ の,精 舎 の 護 持 と,如 来 と法 と最 上 の 共 同体(一 僧伽)

き よ ら

〔の三宝〕 とに専念 す る者 た ち,彼 らは 〔また〕 垢 稼 を取 り去 る浄 明の心 を

もって,有 徳 の人 々 の保 護 を なす(一 保護iする)〔 で あ ろ う(ま たは,べ きであ

る?)〕 。

11.〔 或 い は,ま た,こ の 世 界 の 最〕 下 に は 阿 鼻 〔地 獄〕,〔 ま た最 も〕 上 に は

有 頂 〔天 〕 が あ るが,そ の 〔両 極 の〕 中 間 〔の 世 界 〕 に生 れ た生 き物(衆
ち か づ

生)た ち,〔 彼 ら も ま た〕 如 来 た ちの 教 え に親近 い て(=従 って),生 と死 の

終 りをなす(終 らせる=〔 輪廻か ら〕解脱する)〔 で あ ろ う〕。

12.〔 か く して,こ の世界 の(全 て の?)〕 生 け る者 た ち に は満 ち み ち た豊 か な

糧食が あれ(あ るであろ う)(す なわち,彼 らには飢饒が な く,ま た彼 らは糧食 に満
こころひろき

たされるであろう)。 〔そ して,そ の ため に〕寛 裕 なイ ン ドラ(帝 釈天)は 大 い に

〔彼 らの上 に〕 雨 を降 らせ,草 木 は 芽 を出 〔して繁 茂 〕 せ よ(す るであろ う)。

ま た,王 は 勝 利 の た め に 〔出 陣 し〕(=戦 争 に勝 利 し),〔 何 よ り も〕 ス ガ タ
とどま

(善逝=仏)の 法 は 久 し く 〔この 世 に〕 住 っ てあれ(住 るであろ う 〔または,住

ります ように?〕)。

*1こ の語 に関 して は,同 義 のvisuddhanetra-(目 清 浄)と い うのが 「八 十種好 」

中 に 含 ま れ て い る 。See1吻 ん⑳ ッ吻 α緬(Sakakied.,hereafterIV.lvy.),N・.328.

*2=bhavati,m.c.orbhavate?

*3こ の 語 に関 して は,*1と 同様 に,同 じ もの 一語(=身 清 浄)が 「八 十 種 好 」

中 に 含 まれ て い る 。Seeibid.,No.291.

*4Pa.id.な お,Pa.の 同 語(sukhumala)に つ い てPTSDはSkt.のsu-kumara一

を参 照 す べ き 旨 記 して い る が(seePTSD,S.V.),そ のsukumara一 に 関 連 し て言 え

ば,sukumaragatra-(身 色 轍 軟)と い う の が*1や*3の 場 合 と 同 様 に 「八 十 種

好 」 の 中 に は含 ま れ て い る 。SeeMvy.,No。295.(因 み に,こ のsukhumala一 な る語

〔形 〕 は,BHSDの 中 に は,少 な く と も見 出 語 と して は,採 録 され て い な い 。)

と こ ろ で,こ の 語 とsukumara一 との 関 係 に つ い て は 上 に 述 べ た 通 りで あ る が,意

味(語 義)や 用 法 等 の こ とが ら に つ い て は と も か く,こ の 語 の 成 立 そ の もの に 関 し

て は 筆 者 は,こ の 語 は 上 記 の よ う な こ と か ら 容 易 に?着 想 ・想 定 さ れ る よ う な

sukumara一 に 由 来 す る,言 わ ば そ れ の ク ズ れ た 形 と 見 る よ り も,sukhuma〈

suksma一 に 基 く,そ れ のtaddhita-suffixの1a(若 し くは,ala?)に よ る 拡 張 一 派
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生 形 と見 る こ と もで き,む しろ そ う捉 え た 方 が よ い の で は な い か と も考 え る の で あ

る が,果 して如 何 で あ ろ う か(sukhuma一 に つ い て は,BHSDに も 〔見 出 語 と して〕

採 録 さ れ て い る 。See・BHSD,s.v.ま た,taddhita-suffixの1a/alaに 関 して は,例

え ばW.D.Whitney,A8α 嬬 痂Gr伽 祝銘Leipzig-Boston18912,§ §1227,12451な

ど を参 照)。

*5原 綴 のtiはviの 写 誤(若 し くは,誤 読?)と 見 て,か く改 め る 。 な お,こ の

点 す な わ ち底 本 のsuch語 をsuchaviと 読 み,改 む べ き こ と に 関 し て は,seealso

T.Burrow,ATγ αη5」α翻oηoftheKん αゲo鍍配DocumentsfromChineseT灘 んes言αη,Lon-

don1940(hereafterTranslation},p.1pl,noteonNo.511・

な お,こ の 語 そ の もの で は な い が,こ れ との何 らか の 関係 を彷 彿 ・推 測 させ る もの

と して,suksmasuvarnacchavi-(皮 膚 細 滑 紫 摩 金 色 〔相 〕)と い うの が 「三 十 二 相 」

中 に は含 まれ て い る。SeeMvy.,No.252.

*6原 綴 のtiの 母 音 のiは,eの 弱 化 形?(cf.Pa.labhati=labhate.)こ こ で は,

こ の 音 節 即 ち底 本 のIabhatiの 最 後 のtiは 韻 律 上 長 音 と な る こ とが 要 求 一 要 請 さ

れ る た め,言 わ ばSkt.本 来 の 形 に復 す 形 で(す な わ ち,`labhatl=labhati,m.c.な

どの よ う に はせ ず),か く改 め る 。

*7原 綴 のnaは,写 誤 若 し くは(写 誤 で な け れ ば)こ の 音 節 が 長 音 節 で あ る こ と

を 表 す た め の もの?こ こ で は,こ の 音 を特 に長 音 とす べ き(し な け れ ば な ら な

い)理 由 は 見 当 ら な い た め,か く(短 音 に〉 改 め て お く こ と に し た 。 な お,

analpaka一 の 語 に 関 して は,BHSDに も見 出 語 と して 採 録 さ れ て い る 。SeeBHSD,

S.V.

*8文 意上,こ こで は単数 形 の方 が よい と思 われ る ので,原 綴 のromはroの 写 誤

一 誤 読 と見 て
,か く改 め る。

*9=ganottamasya.な お,原 綴 のganuktamasyaを か く読 み,解 すべ き こ とに関

して は,seeTranslation,P.101,noteOllNo.511.

*10=slipadam.

*11原 綴 のtriは,底 本 の異 読 に従 って,か く改 め る。

ところ で,底 本 のtatri(若 し くは,tatra?)と い う標 記(読 みe音)か らは,こ

の よ うな語(形 の語)し か想 定 し復原 し得 ない とい う ことに なるで あ ろ うが,た だ,

翻 って こ こで少 し く考 えてみ る に,こ の詩句(行 〉 の この位 置 にこの ような語 が 現

れ るの は,文 章 の構 成上 か ら言 って,や や奇 異 とい う こ とに なるの で は ないで あ ろ

うか(特 に,こ の行 を前 行即 ち第1詩 句 との関連 で見 た場 合 に。 す なわ ち,前 行 に

は属 格 のtasya,ま た後 行 に は依格 的 な副 詞 のtatraと い う,意 味 や働 きは異 な る

が 韻律 的 には同値 な語 が両 行 には見 られ る しか も,相 前 後 して?!こ とに な

るわ けで あ るが,も しこれ ら両行 を並 行 す る 〔パ ラ レル な〕 文 と見 た場合 には,何

故 この よ うに前 行 と後行 で語 を変 え る必 要 が あ ったの か,ま た両 行 で一 文 を なす と

見 た場合 には,後 行 のtatraの 語 が文 脈 上宙 に浮 いて しまう こ とにな るの では ない
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か,等 の こ と か ら)。 一 方 ま た,前 行 に はganda一 とpitaka-,ま た こ の 行 に も

silipata/silipada〈slipada一 とvicarcika一 と い う,病 名,そ れ も皮 膚 病 を表 す そ れ

が 計4つ 程 掲 出 され て い る わ け で あ る が,こ の よ う な こ とを考 え併 せ る と,こ の 語

(原 綴 のtatri/tra)も も と も とは 何 か そ の よ う な,病 名 な ど を 表 す 言 葉 だ っ た とい

う こ と も考 え られ る そ れ も,多 分 に!?と い う こ とに な る の で は な い で あ ろ

うか 。 とい う こ とで,試 み にMvy.に 就 い て 調 べ て み る と,そ の よ う な 可 能 性 の あ

りそ う な もの と して,例 え ばsvitra-(癬)と い う語(病 名,そ れ も皮 膚 病 の 名!)

の存 す る こ とが 知 ら れ る(No.9546.因 み に,前 掲 の4つ の 病 名 は い ず れ も 同 書 の

中 に 見 られ る 。 順 に,Nos.9487,9556,9521,9494の 各 項 を 参 照 。 な お,病 名 〔ま

た は,病 気 〕 とい う だ け な ら ば,そ の 他 に も,例 え ばNo.9483のvyadhi-〔 疾 病 〕

やNo.9554の τti-〔温 疫 〕 な ど も挙 げ 得 る か も しれ な い)。

とい う こ と で,筆 者 自 身 は,底 本 の こ のtatri/traな る読 み(標 記 の語 〉 に対 して

は,実 は例 え ば 上 述 のsvitra一 の 如 き もの の 謂(写 誤 若 し く は誤 読?)な の で は な

い か と推 測 一 想 像 して い る の で あ る が,た だ,特 に原 綴 のtaをSVI(ま た は,sva

も)の 写 誤 一 誤 読 と見 る に は 字 形 上 や や 問 題 もあ りそ う な の で,今 は 暫 く この ま ま

(底 本 の 読 み の ま ま)に 留 め て お く こ とに した 。

*120rvicarcika?(因 み に,vicarcika一 は,Skt.で は 名 詞 と し て は女 性 。 した が っ

て,も しそ う 〔見 る〕 とす れ ば,原 綴 のkamはka/kaの 写 誤 一 誤 読?)ま た,原

綴 のcaは,*7のnaと 同 様 に,caの 写 誤 若 し く は 長 音 節 を表 す た め の もの?

(こ こで も,*7の 場 合 と同 様 に,通 常 の 標 記 の もの に改 め て お く。)

*13原 綴 のnaは,底 本 の 異 読 に従 っ て,か く改 め る。

*14--sucim.(原 綴 のsuはsuの 写 誤?)

(*15…*15)orpadoutaroprasamsthito(padau/padavutarauprasamsthitau)?

*16=uttarau,ηL.C.

(*17…*17)こ の 第1詩 句 は,第7偶 の 第1詩 句 と並 行 す る(パ ラ レ ル句)。

*18<imasmin=asmin,m.C.

*19原 綴 のuktamaを か く(uttama一 と)読 み,解 す る こ と に 関 して は,seesupra

*9,&Translation,p.101,noteonNo.511.

(*20…*20)orjantakakarme/-karmamsukryanidarsanam?(原 綴 のsuはsuの 写

誤?)

こ の 第2詩 句 は,底 本 の 読 み 方 や 解 釈 が い ろ い ろ と可 能 で,そ れ だ け 理 解 や 解 釈 も

難 しい もの の 如 くで あ る。 こ こ で は,暫 くBurrowに 従 っ て,原 綴 のsuを 底 本 の

よ う に後 のkryaで は な く,前 のkamaの 方 に付 け てkarmasu/karmesuの 如 く読 み,

解 し て お く こ と に した が(seeTranslation,P.101,noteonNo.511.た だ し,彼 の

`l
ntheworksconnectedwithbathsitisanexampleofaction'と の 訳 一 解 釈 で は 意

味 が 十 分 に は 通 じ な い よ う に思 わ れ,少 な く と も筆 者 に は,承 服 し難 い),も ち ろ

ん そ の 他 に も,例 え ば 上 記 の よ う に し た り,或 い は(jantakaとka血a/karma一 を複
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合 語[compound]と せ ず に)jantakakarmesukriyanidarsanamの 如 く読 み 解 す る

こ と も,必 ず し も不 可 能 で は な い か も しれ な い 。 い ず れ に して も,こ の 詩 句 の 部 分

に は,こ れ の 読 み や 解 釈 を巡 っ て は い ろ い ろ と難 しい 点 や 問 題 等 が あ り,そ れ 程 簡

単 に は い か な い よ う に 思 わ れ る 。

*21こ の 語 に つ い て は,seeBHSD,s.v.`jantaka'`ljenta';&MW,s.v.`jentaka'.

*220r(su)krya-={su}kriya-(seesupra*20)?m.c.

*23=hitaisinam.(原 綴 のTSIは,S1の 写 誤?と 見 る。)'

*240rjinanu?=}inanam,m.C。

*25原 綴 の[na]は,底 本 の 注 記8な ど を参 考 に,vaの 謂(写 誤 一 誤 読?)と 見 て,

か く改 め る 。

*260rkondinya?(原 綴 のkoはkomの 写 誤 一 誤 読?)=kaundinya-(Pa・

kondanna-}.

*270rprathamanu?=prathamanam,m.c.

*28Pa.id.=as3t,m.c.

*29=etasmin.(notnecessarilym.の

*30=abhyantare,m.C.(原 綴 の 語 末 のreは,文 法 的 に は 正 しい が,韻 律 上 この 音

節 に長 音 は 許 さ れ な い の で,か く改 め る。)

*31複 合 語 の 前 半 部 のgana一 は,文 意 上(及 び 第4偶 と の 関 係 等 か ら も)guna一 の

方 が よい よ う に思 わ れ る の で,原 綴 のgaはguの 写 誤 と見 て,か く改 め る 。 なお,

同 じ複 合 語 の 後 半 部 の(原 綴 の)-rayaは,rahan-(-raha-)の 言 わ ば ガ ン ダ ー ラ 語

(Gandhar⇒ 形 と も言 うべ き もの 。

*320ruttamah?

*33=sthavirah.(語 幹 の)sthaira一 と い う の は,例 え ばPa.thera一 等 か ら の

pseudo-Sanskritized形?

*34=bhiksavah.(notnecessarilym.c.)

*35原 綴 のtiの 母 音 のiは*6の 場 合 と 同 様 にeの,ま たsuの 母 音 のuもam

若 し く はamの,弱 化 形?底 本 のtisuは,こ の 場 合 は 韻 律 上 両 音 節 と も長 音 節

と な る こ とが 要 求 一 要 請 さ れ,そ の た め,底 本 の 標 記=読 み を`tesu=tesu,m.C.

の如 く解 し改 め る こ と も不 可 能 で は な い が,こ こ で は,文 章 上 この 語 は依 格 よ り も

属 格(GenitiveforDative)に 解 した 方 が よい よ う に 思 わ れ る た め,言 わ ば 本 来 の

Skt.形 に復 す 形 で,か く改 め る こ と に した 。 な お,BHS(等)に お け るam/am>

uの 変 化 に つ い て は,seeBHSG,§ §1.96-7,3.58;&esp.H.LDschi,DieUmwand-

lungderEndung-amin-oand-uimMittelindischen,11TAWGph.-his.Kl.,1944,

Nr.6-

(*36…*36)oranubhotuutsukah/okalp(前 の 動 詞,後 の 名 詞 と も に 単 数 形 〉?

*37=anubhavantu(oranubhavatu?seesupra),例.c.

*38=praptesam,m.c.(底 本 のpraptesuの 読 み=標 記 は,そ の ま ま で 依 格 を 表 し
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て い る と見 る こ とも不 可 能 で はな いが,こ こで は,*35の 場合 と同様,文 章上 の都

合 か らか く解 す る こ とにす る。)

(*39…*39)orbhotu…visaradah/adam(前 の動 詞,後 の名 詞 と もに単数 形)?

*40=bhavantu(orbhavatu?seesupra),m.c.

*410rsatata,etc.(副 詞 で はな く形 容詞 で,後 のvvisarada一 と同 じ性 ・数 ・格 形)?

(*42…*42)こ の 第8掲 は,底 本 の読 みで は,第1詩 句 で は主語 に当 た る関係 代 名

詞 がy・-yahと 単 数(N.sg.,m.)形 で表 され てい るの に,そ れ を受 け る形 の(第3

詩句 の)動 詞 の方 はbhavamtu=bhavantuの 如 く複数(3p1.impv.,P.)形 にな ってい

て,し たが って,そ の ままで は主語 と動 詞 で数 が一致 しない とい う矛 盾が 生 じる こ

とにな る。 と言 って,韻 律 的 に は どち らが可 で どち らが非 と速断 はで きない ので,

ここで は,前 後 の文 脈上,取 敢 えず動 詞(複 数形 〉 の方 を優先 させ て採 ってみ る こ

とに した。 因 み に,主 語 の 関係 代 名 詞(単 数 形)の 方 を採 った場 合 には,次 の よう

に なるで あ ろ う.(和 訳 は,た だ主語 が複 数 か ら単 数 に変 るだ けなの で,さ して 〔大

きな〕 問題 はない とい う ことに なろ う)。

imasmiyobhiksuguneupasthito

jantaka-snatreguru-premagarave

vyavuccakarmanibhavatunirmatah

prahinadoso'pagatenacetasa即811.

*43底 本 のgana一 は,文 意 上guna一 の方が よい よ うに思 われ るの で,原 綴.のgaは

9Uの 写 誤 と見 て,か く改 め る。

*44こ こで は,原 綴 のs--snは 韻律 上 単子 音 と して扱 わ れ(意 識 され)て い る

(その た め,本 稿 で は,複 合語 を なす前 の語 との 間 をハ イ フ ンで区切 って,そ の こ

とを示 す こ とに した)。

*45こ こで も,原 綴 のprは,前 の*44の 場 合 と同様 に,韻 律 上 は単子 音 と して扱

われ てい る。

*46=-gaurave.(原 綴 のgaは,gauの 写誤一 誤 読?)

*47=vyavrtya・

*48文 意 上,karman一 の語 は この よ うに(G.pl.,n.で は な く,APム,n.に)解 した

方 が よい よ うに思 わ れ るため,原 綴 のnaはniの 写誤 と見 て,か く改 め る。

(*49…*49)こ の 第9偶 の場 合 に も,前 注(*42…*42)で 示 した第8掲 と同様 に,

文 章表 現 の 中 には数 の不 一致 が見 られ る。 ただ し,こ の場合 に は,主 語 と動 詞 で は

な くて,動 詞 間の そ れ とい うこ とに な るが。 具体 的 には,第3詩 句 のdadatiは,

底 本 の 読 み の ま まに解 せ ば単 数 形(3sg.pr.,P.)と い う こ とに な るが,第4詩 句 の

bhavamtiは 複 数(3P1.Pr.,P.)形 に な って い る とい う こ とで あ る。 そ して,こ の場

合 に も,単 数 ・複 数形 のいず れが 可,い ず れ が非 と速 断 はで きないの で,第8偶 の

場 合 と同様 な つ ま り,複 数形 の方 を取敢 えず優 先 させ る とい う 形 で,対 処

す る こ とに した(こ の場合 に も,特 に和 訳 で は,主 語 が た だ複 数 か ら単 数 に変 る だ
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け な の で,さ して 問 題 は な い とい う こ と に な ろ う)。 ま た,前 者 の 単 数 形 を 採 っ た

場 合 の 復 原 文 に 関 して も,次 の 如 く に な る で あ ろ う。

imasmijantakamalaprakarsanam

pradayakahsnapakatailadayakahI

yolabhajantakadadatisuskakam

bhavatunirdosamalaprahinahllgil

*500r°karsinam?

*510rdadanti?(Pa.id.原 綴 のdaはdamの 写 誤?)=dadati,m.c.

*52=suskakam/suskakan・

*53底 本 のr[a]磁asaは,そ の ま ま(底 本 の 読 み=表 記 の ま ま)で は,語 尾 即 ち

格 の 形 につ い て は と もか く,raksasa一 の 謂 と考 うべ き もの と い う こ と に な ろ うが,

そ れ で は 文 意 が 通 じ難 い,と 言 う よ り も文 章 が 意 味 を な さ な い よ う に 思 わ れ る の で,

こ こ で は,原 綴 のsaはnaの 写 誤 と見 て(ま た,r[a]〔 の 長 母 音 の 表 記 〕 は こ の

音 節 が 長 音 節 で あ る こ と を表 す た め の もの と考 え て),か く解 し改 め て み る こ と に

した 。

*540rdharmi(=dharme,m.c.}?

*55底 本 のgune…utamaは,文 脈 上 こ こ で は 三 宝 の1つ で あ る 「僧 伽 」(sa・ngha)

の 意 で 用 い られ て い る こ とは 明 らか な の で(こ の 点 語 〔句 〕 に 関 して は,

第1～3偶 に現 れ るganuktamasya-=ganottamasya(〈gana-uttama-)の 語 〔言 表 〕

も併 せ 参 照),原 綴 のguはgaの 写 誤 と見 て,か く改 め る。

*56原 綴 のlaは,こ の 音 節 が 長 音 節 で あ る こ と を表 す た め の もの?

*57==-manasa,η3.c.

*58文 意 上 は,orratherkarontu?

*59原 綴 のtaは,文 意 を考 え て か く復 原 して み た が,文 章=文 意 上 は と もか く,

韻 律 的 に は な い 方 が よ く,本 来 削 除 さ る べ き もの(底 本 で も,そ の よ う な意 を含 ん

で か,`SIC〔 マ マ 〕 と注 記 さ れ て い る)。

*60原 綴 のehyaは 己haの 写 誤?と 見 て,か く改 め る 。

*610rmanujanu?=manujanam,m.C.

*62=dharminah(?)(ordharmiyo/dharmiya=dharmikah?)な お,こ の 語 のiyoな

る語 尾(N.pl.,m.)の 形 に つ い て は,seeBHSG,§10.168.

*63Pa.id.=adhastat.

*64原 綴 のgamはgaの 写 誤(と 言 う よ り も,次 のmに 引 か れ て の,つ ま り一 種

のsandhi音?)と 見 て,か く改 め る。

*65原 綴 の6丘uの 母 音 のuはamの 弱 化 形?(こ の 点 に つ い て は,*35も 併 せ 参

照 。)こ こで は,韻 律 上 は こ の 音 節 は長 音 節 とな る こ とが 要 求 一 要 請 さ れ,ま た 語

形 上 か ら も そ う した 方 が よい と思 わ れ る た め,そ の よ う に考 え て,か く改 め る 。

*66原 綴 のdramはdruの 写 誤 一 誤 読?こ こで は,indra一 に は(対 格=A58,m.
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で は な くて)主 格(N.sg.,m.)形 が,ま た 韻 律 上 も こ こ(こ の 語 の 末 尾 の 音 節)で

は 長 音 節 と な る こ とが,そ れ ぞ れ 要 求 一 要 請 され る 等 の こ と か ら,そ の よ う に つ ま

りdramはdruの 写 誤 一 誤 読 と見,更 に ま た そ の 母 音 のuはoの 弱 化 し た もの で

あ ろ う と も考 え て(こ の 点 つ ま り この 文 書 一 写 本 に お け るo>uの 変 化 〔の 実 例 〕

につ い て は,第1～3偶 に お け るganuktamasya<gan・ttamasyaの 例 な ど参 照),

か く改 め る こ と に した(因 み に,こ のindr・ な る 語 形 は,連 声 法 上Skt.本 来 の も

の 一形 とい う こ と に も な る)。

*67Pa.id.=udayantu,m.c.orrather=udyantu?(notnecessarilym.c.)

*680rparthivah?

(未 完)

)

注

1)ア シ ョー カ 王 の2つ の碑 文 に つ い て はE.Hultzsch,1ηsc勿 痂 πs(ゾ 加o加,Corpus

InscriptionumIndicarum,voLI,Oxford1925(イ ン ド及 び 日 本 で の 再 版 本 あ り)の

中 に収 め られ,ま た そ れ 以 外 の カ ロ ー シ ュ テ ィ ー 文 字 に よ る金 石 文 の 碑 文 や 碑 銘 な

ど を 集 め た も の と して,や や 古 く な る が,例 え ばS.Komw,Khαfos励 τ1π5c吻 一

lions,withtheE泥cεP琵oπ(fthose(ifAsoka,CorpvsInscriptionvmIndicarvm,vol.II,

pt.1,Calcutta1929(イ ン ドで の 再 版 本 あ り)が あ る。

2)こ の 所 謂 る ガ ン ダ ー ラ 語 版 の 『法 句 経 』 に 関 し て は,seeJ.Brough,The

GandharaDharmapada,LondonOrientalSeries,vol.7,London1962・

3)他 に,皮 革 に書 か れ た もの や,極 く稀 に紙 や 絹 に書 か れ た も の もあ る。

4)A.M。Boyer,E.J.Rapson,E.Senart&P.S.Noble,Kん αro5舜rIη8cγ'μ ∫oηεdisco-

veredbySirAurelSkeininChineseTurkestan,3pts.,Oxford1920-29.(以 下,本 書

に つ い て は`κ 肋 ¢o卿 τ血sc吻 伽 π5'と 略 。 因 み に,本 書 は今 日で は も ち ろ ん 入 手 不

能 で あ る が,近 年,3巻 を1巻 に纏 め た も の が イ ン ドで 再 刊 さ れ て い る 。Cosmo

Pub.,NewDelhi1997-}

5)因 み に,長 沢 氏 に よる と,こ れ らは 「王 の 命 令 ・通 達(判 決 ・訓 令 ・徴 税 な ど)」

「個 人 間 の 手 紙(公 用 ま た は私 用)」 「各 種 契 約 書(土 地 ・奴 隷 ・養 子 ・売 買 ・貸 借

関 係 そ の 他)」 「各 種 リス ト(人 名 ・家 畜 ・農 作 物 ・徴 税 表 ・帳 籍 断 片 そ の 他)」 の

4つ に 大 別 さ れ とい う。 長 沢 和 俊 『楼 蘭 王 国 』 角 川 新 書,昭 和38年,111-2ペ ー ジ

参 照(同 様 の 指 摘 は,同 『楼 蘭 王 国 史 の 研 究 』 雄 山 閣 出 版,平 成8年,310ペ ニ ジ

に も見 ら れ る)。

6)拙 稿 「カ ロ0シ ュ テ イー 文 書 中 の 仏 教 梵 語 の 偏 頒 に つ い て(1)」 『創 価 大 学 人 文 論

集 』 第10号,平 成10年,及 び 同 「カ ロ ー シ ュ テ ィー 文 書 中 の 仏 教 梵 語 の 偶 頒 につ い

て(2)」 『シ ル ク ロ ー ド研 究 』 第2号,2000年,参 照 。

7)ス タ イ ン の 第2次 探 検 の 言 わ ば 〈公 式 の〉報 告 書 が 『セ リ ン デ ィ ア』(A.Stein,

Serindia,Detailed、ReportofExplorationsinCenral∠4・siaandW壱s彦eγ ηη20s言China,
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CarriedoutandDescribedundertheOrdersofH.M.IndianGovernment,5vols.,Ox-

ford!921,rep.Delhil980.以 下,`Serindia'と 略)で あ るが,こ の ニ ヤの 第24号 趾

に つ い て は,第6章 の 「ニ ヤ 遺 跡」 の 条 下 に特 に1節(SectionIII.-Records

fromahiddenarchive,N.XXIV)を 設 けて,遺 跡 の状 況 や発 掘 品 な どに関 して写 真

図版 付 きで か な り詳 しい説 明 や解 説等 が加 え られ,同 様 に彼 の 〈私 的 な〉旅行 記 の

『中国 砂 漠 の遺 跡』(M.A.Stein,RuinsofDesertCathay,PersonalNarrative(fEx-

Plo引α琵oπ5anCenralAsiaand薦5み 召伽吻05JChina,2vols.,London1912,rep.New

York1987.同 じ く`Ruins'と 略)で も これ につ いて はか な り詳 し く触 れ られ てい る。

したが っ て,そ れ らの記 事等 に よって,こ の遺跡 や 出土 品 の概 要 な どに関 して はあ

る程 度 か な り!?詳 し く窺 い知 る こ とが で きよ う。

8)住 居 等 の遺 跡 の,特 にそ れ の部屋 な どに対 す る番号 の付 け方 はス タイ ンの第1次

探 検 と第2次 の場 合 で は異 な ってお り,す なわ ち,第1次 の場 合 には住居 等 の各遺

跡毎 に先 ず大 文 字 の ローマ数 字 で番号 が付 され,次 でそ れ らの 中で も特 に遺 品等 が

出土 した部屋 に対 して は別 に遺跡 の番 号順 に小 文 字 で通 し番 号 も付 され る とい う形

式 なの に対 して,第2次 の場 合 には,遺 跡 のみ な らず その 中の各 部屋 に対 して も最

初 か らその全 部 に,遺 跡 毎 には大 文字 で,ま たその 中の部 屋 には小 文 字 で,そ れぞ

れ番 号 を付 け る とい う仕 方 にな ってい る。 したが って,前 者 の方 法 で は2番 目の小

文字 の番 号 だ けで遺跡 だ けで な く部屋 迄特 定 で きる こ とにな るが,後 者 の場合 に は,

特 に部屋 につ いて迄 言及 しよ う とす る場 合 には,遺 跡 と部 屋 の2つ の番号 が必 要 と

い うこ とにな ろ う。

9)因 み に,『 カロ ー シュテ ィー文 書 集』 に所 掲 の 文書 番号 で言 え ば,N.1.iv出 土 は

Nos.73～166の94文 書,ま たN.V.xv出 土 の そ れ は 同 じ くNos.213～398の 計186

文書 に も上 る とい う。

10)そ の ため もあ って,ス タイ ンは,2度 目の探 検 で ここ を再訪 して この近傍 にキ ャ

ンプ を移 し設 営 した ときには,第23号 玩 に続 い て直 ち に こ こを発掘 して い る(こ の

点 に関 しては,seeSerindia,vol.1,pp.224-5;&」[wins,vol.1,p.280)。

11)『 セ リ ンデ ィア』 第3巻 には ニ ヤ遺 跡 の 「配置 図」(Revisedsiteplanofancient

sitebeyondNiyaRever)が 掲 げ られ てお り,そ れ に よ って両 遺 跡 の位 置 関係 を知

り,ま た距離 を算 定 す る こ とが で きる(該 図で は距離 はマ イル で表 され てい るが,

本稿 で は キ ロ に換 算 して示 した。SeeSerindia,v・LIII,pl.7)。 なお,近 年 の調 査

(日中共 同ニ ヤ遺跡 学術 調査 隊 『中 日 ・日中共 同尼雅 遺跡 学術 調査 報 告書 』 第2巻,

1999年 〔以 下,「 「報告 書』 第2巻 」 と略〕,の 付 図 「ニ ヤ遺跡 遺 構 分布 図」 を基 に

算 定 した距 離)で は,該 距 離 は約2.6キ ロで,前 者 との 問 には約500メ ー トル(0.5

キ ロ)程 懸 隔 が あ る こ とにな る(因 み に,同 書 に は汎 世界 測 位 シス テ ム 謀GPS測

定 に よる各遺 跡 の経 緯 度 も付 表 「ニ ヤ遺 跡分 布調 査GPS測 定値 一 覧 表」 に掲 げ ら

れ て い るが,そ れ に よ る と,仏 塔 はN37。58'34"19,E82。43'14"92,ま た 第24号 趾

はN37。59'37"39,E82042'06"31に,そ れぞ れ位 置す る とい う。
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12)因 み に,こ の第24号 趾 につ いて は,日 中共 同ニ ヤ遺 跡学 術調 査 隊 『中 日 ・日中共

同尼 雅 遺 跡 学術 調査 報告 書』 第1巻,1996年(以 下,「 『報告 書』 第1巻 」 と略),

で もその調査 結 果 が採上 げて示 されて お り,そ れ に よる と,遺 跡 の規模 は,〈 範 囲〉

が 南北24mに 東 西21m,ま た 〈ラ ンク〉は 「大 ・中 ・小」 の 中の 「大 」 に位 置 付 け

られ る とい う(92ペ ー ジ参 照)。

13}SeeSerindia,vol:1,p.226;&Ruins,vol.1,p.280.

14)因 み に,ス タイ ンが 「文 書庫 」 と名付 けた の はviiiの番号 を付 され た部屋 であ るが,

そ こか らは,『 カ ロー シ ュテ ィー文 書 集』 に所掲 の文 書 番号 で言 え ば,Nos.516～

93の78文 書 が 出土一 発 見 され て い る(第24号 趾全 体 で は,更 にNos.507～15,594

～5の11を 加 え た計89文 書 とな る
。 なお,念 の ため に付 言 す れ ば,当 該 のN・.511

は,そ の 「文 書 庫 」 で は な く,viの 番 号 の,廊 下[passage]と も控 の 間

[anteroom]と も名状 され る か な り細 長 い長 方形 の部 屋?[apartmentユ か ら発 見 さ

れて い る。SeeSerindia,vol.1,p.226,&vol.III,pl.14.)。

15)こ の 「チ ョーズ ボー」 とい う の は,長 沢 氏 に よる と,地 方 長 官 名 との こ とで

(『楼 蘭 王 国』,120ペ ー ジ,及 び 『楼 蘭王 国史 の研 究』,84ペ ー一ジ,な ど参 照),同 じ

く同 氏 に よ る と,こ れ を中 国 の 「主 簿 」 に 当 る と見 る よ う な意 見 もあ る とい う

(『楼 蘭 王 国史 の研 究』,129ペ ー ジ参照)。

16)因 み に,ニ ヤ遺 跡 の 中で,木 簡等 の文 書類 が 特 に大量 に出土 したの は第1,5,

24号(N.1.iv,N.V.xv,N.XXIV.V111)の3趾 であ るが,出 土 した文 書 類 の性 格 ・

内容 や紀 年等 に関 して は,3者 の間 に は微妙 な相違 も存 す るが如 くで あ る。 その た

め,こ れ ら3つ の遺跡 相 互 の関係 を巡 って,例 えば蓮 池 氏 は 「N1で は収税 な どに

関す る穀 物 、 家畜 な どの集 配 、N24で は動 産 、不 動 産 に関す る証文 な どの整 理 保

管,N5で は そ れ らの機 能 を統 合 す る行 政機 関が 置 か れ て い た と考 え られ る」 と

し、 また孟 氏 も 「チ ャ ドー タ州 の主 要 官庁 はN.XXIVか らN.Vへ と移 転 し、更

にN.Vか らN.1へ と移 転 した」 とす る見 解 を示 され て い る(蓮 池 利 隆 「カ ロー

シュ テ ィー文 字 資料 と遺構群 の 関連 」,孟 凡 人 「カ ロ ー シュ テ ィー木 簡記 載 の 「チ

ャ ドー タ」 お よび 「ア ヴ ァナ」」,と もに前 掲 『報 告 書』 第2巻 「本 文 篇(和 文)」

所 収,参 照 〔前 者 の 引文 は290ペ ー ジ,ま た後 者 は312-3ペ ー ジ に所 掲 〕)。いず れ

に して も,こ こで は,No。511の 出土 の場 所 が,仏 塔 や 寺 院 の ような仏教 本 来 の?

建 物 や施 設 な どで な く役 所 や 官庁 の如 き言 わば世俗 のそ れで あ った とい うこ とが重

要 で,ま た問題 とい うこ とに なろ う。

17)こ れ らは,い ず れ も近 年 の 日中共 同の調査 隊 に よって確認 され た もの で,同 隊 の

方式 で`93A35'及 び`97A5'の 整理 番 号 の 付 され た2つ が そ れで あ る。 この う ち,

前 者 はス タイ ン も第1次 探 検 の 際 に第5号 趾(N.V)と して発 掘 し,特 にそ れの一

室(N.V.xv)か らは多 数 の木 簡 等 を得 た(こ の 点 につ い て は,前 注9)も 併 せ 参

照)中 の 一 部(N.V.xvi)で,彼 自身 も祀 堂(shrine)跡 との予 想 一推 測 を示 して

い たが(こ の 点 につ い て は,see五 πcどε魏K加 如η,vol.1,pp.374-5;&Serindia,vol.
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1,p.236),そ の後 同隊 の調査 に よって仏 堂 の跡 と確 認 され,特 に1995年 の発 掘 調査

で は堂 々 と した体 躯 の仏像 の壁 画 な ど も発 見 され た とされ る。 また,後 者 は,そ れ

とは別 に1997年 の調 査 で新 た に判 明 した もの とい う。(前 者 につ い て は,前 掲 『…報

告書』 第2巻 「本 文篇(和 文)」,62-77ペ ー ジ,ま た後者 は,同28-9ペ ー ジ を,そ

れ ぞれ参 照。)

18)第489号 文 書(No.489)の こ と(こ の文 書 につ い ては,長 沢 氏 も採 り上 げて触 れ

られて い る。 『楼 蘭王 国』,126ペ ー ジ参照)。

19)因 み に,カ ロー シ ュテ ィー文 書 中の仏教 関係 の もの は,内 容 比定 が行 われ て対 応

す る経 論等 や出 典 な どが 明 らか なNo.204(『 ウダー ナ ヴ ァル ガ』[Uddnavarga]に

対 応)とNo.510(こ れ は律 の 「波 羅 提 木 叉」[pratimoksasutra]の 摂 律偶 の部 分

を記 した もの)の 場 合 を含 めて,内 容 的 に(両 者 の場 合 には,書 写 の され方 か ら見

て。 す なわ ち,先 ず前 者 の 『ウ ダーナ ヴ ァル ガ』 につい て は書 写 されて い るの は言

わ ば全 体 の 「総序 」 に当 る冒頭 の2偶 の みで,ま た後 者 の場合 も,波 羅提 木叉 の本

文 に相 当す る戒 の条 文 その もの は一切 記 され て い ない等 の こ とか ら)概 して在家 的

な,若 しくは在家 者 を対象 に した と思 われ る傾 向や性格 が強 い ように思 われ る わけ

で あ るが,そ して,こ の よ うな こ とは これ らが 出土 した場 所 や地 点 と も決 して無 関

係 で はあ る まい と筆 者 はそ う考 え,推 測 す るの であ るが,果 して如 何 で あ ろ うか。

20)こ の カロー シ ュテ ィー文書 の年代 問題 を巡 る諸 説 に関 して は,長 沢和 俊 「カロー

シュ テ イー文 書 の年 代 につ い て」 『史 学雑 誌 』72編 第12号,昭 和38年,及 び 同 「再

び カロ ー シュ テ ィー文 書 の年代 につい て」 『早稲 田大 学大 学 院 文学 研 究 科紀 要』 第

22輯,昭 和52年,に 詳 しい(両 論 文 と も同氏 の 『シル ク ・ロー ド史研 究』 国書刊 行

会,昭 和54年 に,ま た後者 につ い ては更 に前掲 『楼 蘭 王 国史 の研 究』 に も,そ れ ぞ

れ再録)。

21)榎 一雄 「法 顕 の通過 した都 善 国 につい て」 『東 方学 』 第34輯,昭 和42年(後,『 榎

一 雄著 作 集』 第1巻 「中央 ア ジア史1」 汲古 書 院
,1992年,に 再録),参 照 。 ただ

し,博 士 の この説 も最初 か らの もので は な くて,い くつ か往反 や振 幅 もあ った よう

で あ る。

22)こ こで は,文 書 の年代 を決 定 す る こ とで は な くて(実 際,そ の よ うな こ とは,前

述 した よ うな理 由 か ら,実 質的 に不 可能 な わ けなの で),そ れ に 目途 を そ れ も,

ある程 度 の,つ ま り大 よそ の!立 てる ことが 目的で あ る。 したが って,も し仮

に博 士 のそ の説 が(将 来?)否 定 され修正 され る こ とが あ った と して も,そ れ(修

正)が 十 年 か若 し くは二 三十 年程 度 の もので あ った とす れ ば,そ れ程大 きな問題 や

影響 な どは ない とい うこ とにな ろ う。

23)こ れ らの 王統 や在 位 年 につ い て は,既 に 『カ ロー シュ テ ィー文 書 集』 の 中 で考

察 ・指摘 され てい る。SeeK加 郷 ψτ1π5c7∫μ∫・ns,pt.III,pp.323-8.

24)榎 博 士 の前掲 の論 文 で は,最 初 のPepiyaとTajakaの2人 につ い て は在 位 年 は

実 際 に は与 え られ てい ない の で,こ こで は長 沢氏 に よって補 われ た もの を付 してお
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い た。

25)Burrowに よる と,「 文 書 の 言葉 は完 全 に均 一 で,最 も古 い もの と新 しい そ れ と

の 間 に も発 展 の 跡 は 見 ら れ な い」(Thelanguageofthedocumentsisuniform

throughoutandthereisnotraceofevolutionfromtheearliesttothelatest)と い

う。SeeT.Burrow,TheLanguage{ゾtheK乃 α猶o亨ψ`DocumentsfromChineseTπ 処

舵ε」απ,Cambridge1937,P.v.

26)た だ し,近 年,こ れ らの5人 の 王 の 先 後 に,先 行 者 と して 「Tomgraka王36年

(若 し くは,2年?)」 の,ま た後 続 者 と して も 「Sulica王5年 」 とい う記 年 を有

す る木簡 が新 たに出土 ・発 見 され た との こ とで,も しそ う とす る と,王 統 の年代 も,

前 後 にそれぞ れ少 な くとも36年(若 しくは,2年)及 び5年 は拡 張 され る こ とに な

りそ うで あ る(前 者 につ い て は,林 梅 村 「尼 雅新 発 現 的 鄭 善 王童 格羅 伽 紀 年 文 書

考 」 『西域 考 察与 研 究 続 編』 新 彊 人民 出版 社,1998年,後,同 『漢唐 西 域 与 中 国文

明』 文物 出版社,1998年,に 再 録,ま た後 者 に関 して も,同 「新 彊尼 雅 発現 的怯 盧

文 契 約」 『考 古学 報 』1989年 第1期,後,同 『西 域 文 明 考 古 、民 族 、 語言 和 宗

教 新 論 』 東 方 出 版 社,1995年,に 再 録,を そ れ ぞ れ 参 照 。 な お,前 者 の

「Tomgraka王36年(若 し くは,2年?)」 の木 簡 につ い て は,蓮 池氏 の解読 ・研 究

もあ る。 前掲 『報 告書 』 第1巻,324-5ペ ー ジ参 照)。

27)文 書 の年代 を王統 の それ とほぼ一致 させ 重 ね て捉 え る仕 方 につ い ては,例 えば,

前 注20)の 長 沢 氏 の2論 文 な どを参照 。

28)例 えば,こ の年乃至 はそ の直後 を墳 に,何 らかの理 由 で この建物 が放 棄 され た り,

或 い は使 われ な くな った り したな どの。

29)こ こで は,年 代 の上 限の点 につい て は触 れ なか ったが,こ のNo.511も この ニ ヤ

遺跡 か若 し くはそ の近傍 で書 写 された もの とす れ ば,他 の文書 類 とそれ程 隔 た った

もの で は な く,し た が っ て約250年(前 注26)で 触 れ た 「Tomgraka王 紀 年」 の木

簡 の件 も考慮 に入 れれ ば,約210/220年?)頃 よ りは以 降 と見 て よいで あ ろ う。

30)SeeSerindia,vol。1,p.257.な お,ibid.,voLIV,pLXXVに は これ の 図版 も掲 げ

られて お り,形 状等 につい て窺 うこ とはで きよ う。

31)こ れ の書体 の問題 に関 して は,seeKゐ αfo卿 τ1勧sc吻孟∫oη5,pt.III,p.297.

32)こ の 点 につ い て もう少 し や や詳 し く!?言 え ば,表 面 に は最 後 の第6行 を

除 いて1行 当 り約80～115字,平 均 で は105字 程 度,ま た裏 面 はや は り最 後 の第7行

を別 にす れ ば約100-一一125字(た だ し,第1行 目はや や多 くて142字),同 じ く平均 で

は121字 程 度 が,と もにそ れぞ れ に書 か れ てい る(行 に よっ て多少 の 出 入が あ り,

また最後 の行 は両面 ともか な り少 な くな るが)と い うこ とにな る。

33)そ の他 に,別 の書体 の,ま た本 文 とは直 接 関 わ りの ない(と 思 われ る)内 容 の も

のが 言 わ ばな ぐ り書 き(scribble)さ れ てい る よ うな部 分一 箇所 もあ る。

34)カ ロー シュ テ ィー文 書 中 の 同文字 の字体 一字 形 や書 体 等 の 問題 に関 して は,see

陥 α¢o§舜τ1π5c吻 伽 π5,pt・III,P.297ff・ また,こ のNo・511中 に見 られ る`jamdaka'
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の 語(形)を 巡 っ て の 『ア ヴ ァ ダ ー ナ シ ャ タ カ 』 そ の 他 へ の 言 及 に つ い て は,see

ibid.,p.321.

35)・T.Burrow,ATranslationO,fthejKん αγo鍾んτDocumentsfromChineseTurkestan,

London1940(以 下,`Translation'と 略).彼 の こ の 訳 は,表 面 に 関 し て も必 ず し も

完 全 と い う こ と で は な く,訳 さ れ ず に 省 略 さ れ た と 思、わ れ る 部 分 や 箇 所 も幾 つ か 見

受 け ら れ る 。 と も あ れ,か れ の こ の 訳 は,こ の よ う に 多 少 問 題 とす べ き 点 等 も皆 無

で は な い も の の,言 わ ば 本 文 書 に 対 す る 実 質 上 最 初 の 研 究 と し て,ま た 後 の そ れ の

出 発 点 と な る も の と し て も 重 要 で,筆 者 自 身 も多 々 教 示 や 啓 示 を 受 け た 点 若 し く は

部 分 な ど も あ る の で,以 下 に そ の 本 文 部 分 を 全 文 掲 げ て お く こ と に し た い 。

WhoeverperformsthebathingoftheG仰o置 施彿αbecomespureintheeyes,

bright,pureintheIimbs,tenderandofgoodcomplexion.

WhoeverperformsthebathingoftheG仰o伽?η αdoesnotihaveboilsandpim-

pies,elephantiasis,(?),ortheitch.Pure,heacquiresasweet-smellingbody.

WhoeverperformsthebathingoftheGanottamabecomesbig-eyedandbright,

golden--limbedandofpleasingaspect,andsetsoff(?}.

Agiftinthismatteristhebest,themostexcellentofgifts.Intheworkscon-

nettedwithbathsitisanexampleofaction.LettherebehonourtotheJinas,

theTathagataswhotakedelightinthegoodofbeings,andvisionofsupreme

truth.

Lettherealsobehonourtothosewhoexistinthemselves,thepratyekabud-

dhaswhohavesoughtsolitude,whotakedelightaloneinthemountaincaves,de-

votedtotheirownaims,delightedincontinenceandvirtue.

Alsoletthedisciples,thosedeartotheJinawhohavepassedbyinthisinter-

valoftime,behonoured,ofwhomhefromtheKod'inyafamilywasfirstand

Subhadrathelast.

Letthose{whomake)giftson-thispointenjoy(therewardeven}whenthe

chiefkingoflianas,theElders,themiddle,andyoungermonkshavenotarrived,

andwhentheyhavearrived,letthembeperpetuallyenlightened.

Maythemonkswhoareassembledinthisgathering,whobatheinthejamdaka-

bathsandhonourandlovetheirteachers,bepureintheircurrentduties,with

mindsfreefromhatred(orfault).

Inthis(matterof)bathsletbothhewhoprovidesmaterialforremovingdirt,

hewhoprovidesoilforrubbing,andhewhoprovidesadrybath,befreefrom

faultandimpurity.

IamdevotedtotheVihara,tothelawoftheTathagataandhisexcellentvir-

tue;asaresultofremovingdirt,Iettheirmindsbecalm,andIetthemundertake

thelawfulprotectionofmen.
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AllcreaturesthatexistfromthebottomofHelluptothesummitofbeing,on

enteringthedoctrineoftheTathagatas,makeanendofbirthanddeath.

Lettherealwaysbegoodbeggingandplenty;IetIndrathelordofsacrifice

rainincrease;letthecropscomeupandtheking{goforth}tovictory.Mayhe

longabideinthelawoftheBlessedOne.{Translation,pp.1 .00-1)

36)SeeTranslation,p.101,`Thesecondportionhasbeenleftuntranslatedowingto

itsfragmentarynature.'

37)前 掲 『楼 蘭 王 国 』,128-9ペ ー ジ,及 び 同 『楼 蘭 王 国 史 の 研 究 』,438-9ペ ー ジ な ど

参 照 。 因 み に,後 者 の 訳 文 中 に は 所 々 に 原 語 一 一若 し く は,原 語 と 覚 し き語 句 な ど

が 新 た に付 加 え ら れ て い る 他 は,両 者 の 問 に は 基 本 的 に 違 い は な い 。

38)蓮 池 利 隆 「新 彊 ニ ヤ 遺 跡 出 土 の 仏 教 文 献 に つ い て(1)」 『印 度 学 仏 教 学 研 究 』 第44

巻 第2号,平 成8年,参 照 。 因 み に,後 述 す る よ う に,こ のNo.511は 両 面 と も

に 偶 頒 で 表 さ れ,表 面 に は12偶,ま た 裏 面 ・に は14偶 が そ れ ぞ れ 含 ま れ 残 さ れ

て い る が,蓮 池 氏 が 採 上 げ て 触 れ ら れ た の は そ の 中 の 表 面 の 第5,6,12掲 と

裏 面 の 第9偶 の 計4偶(の み!?)で あ る 。

39)SeeKゐ αro鍾 んr1弛5crゴp置 ∫oηs,pt.III,pp.295-6:

Theversesofinscr,no.511,P1.VIII,areinBuddhistSanskrit.......Thelan-

guageofbothpoemsisSanskritwithanoccasionaladmixtureofPrakritforms

suchasheψ α=α4ん αs緬 ち ゐんoηz距=ゐ ゐαのαπ琵;butthenecessityofapPlyingrulesof

sandhiistoagreatextentavoidedbythesimpleexpedientofdroppingtheter-

urination-softhenominativesingularandpluralexceptwhencafollows:thus

visudhacaksuゐ 伽 α琵andツ εbh・ 卿 蝕rα 概 α,butdukhascadω 肋 α脚6ゐ α"α6cα

nirodhamarga.InthiswaytheordinaryBuddhistSanskritismadetoapproxi-

matemorenearlytotheNiyadialectinwhichthenominativeofnounsisregular-

lyrepresentedbythebase.

40)周 知 の よ う に,こ の 「ガ ン ダ ー ラ語 」 の 命 名 法 名 称!は イ ギ リス の 故 ベ

イ リー 教 授 に よ っ て 提 起 さ れ(H.W.Bailey,Gandharl,BsoAs,vol.XI,pt.4,1946,

後,M.Nawabi,HaroldW.Bailey,OperaMinora,ArticlesonIranianStudies,voL2,

Shiraz1981に 再 録),今 日 で は広 く受 容 れ られ て い る と言 っ て よい で あ ろ う。

41)こ の 点 につ い て は,前 注39)の 引 文 の 特 に最 後 の 部 分 を参 照 。

42)前 者 の 挙 例 に つ い て は,例 え ばuSara<u伽ra-,visudha<visuddha一 な ど。 ま た

後 者 の 例 に 関 して は,pid'akani<pi孟akani,vivegam<vivekamな ど を参 照 。 因 み に,

母 音 に関 して は,長 短 等 の 区 別 は か な り き ち ん と され て い る よ う に思 わ れ る が,そ

れ で も時 折 は(長 母 音 の 場 合 も含 め て,a以 外 の 音 で あ る こ と を示 す)母 音 記 号 が

付 さ れ な か っ た り,或 い は,例 え ばeがiに 弱 化 す る(eがiで 表 され る,例 え ば

tisu<tesamの よ う に。 因 み に,こ の 例 の 場 合 に は,そ れ の 第1音 節 は 韻 律 上 は 長

音 とな る こ とが 要 求 され て い る)な どの言 わ ば仏 教 梵 語 や パ ー リ語 等 を超 え て ガ ン
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ダ ー ラ 語 的 と も言 い 得 る よ う な特 徴 も見 られ る 。

43)因 み に,こ のNo.511は 明 らか に 「写 本 」 す な わ ち他 の テ キ ス ト類 か ら写 さ れ た

もの 転 写 本!で あ る が,も し そ う とす る と,そ れ の オ リ ジ ナ ル の 〈原 本 〉

は 当 然 そ れ よ りは古 くな る が,そ の 〈原 本 〉 も翻 訳 さ れ て で きた も の とす る と,訳

本 の 〈原 典 〉の 成 立 は更 に そ れ即 ち 〈原 本 〉 よ り も前 に な る筈 な の で,成 立 的 に は,

〈原 典 〉 自 身 は く写 本 〉で あ る本 文 書 よ り も恐 ら く数 十 年 程 度 は遡 る と い う こ と に な

ろ う。

44)こ の 点 一 問 題 に 関 して は,或 い は 既 に先 学 の研 究 や 指 摘 等 が あ っ て,最 早 解 決 済

み とい う こ と に な る の か も しれ な い が,た だ,筆 者 の 知 り得 た範 囲 で は ま だ そ れ程

十 分 に議 論 や 検 討 等 は な され ず,し たが っ て 解 決 され て い な い 課 題 な の で は な い か

と思 わ れ た た め に,敢 え て こ こで 採 上 げ て私 見 を述 べ よ う と した とい う次 第 で あ る 。

とい う こ とで,も し後 述 す る 『カ ロ ー シ ュ テ ィー 文 書 集 』 以 外 に も こ れ に対 す る研

究 や 言 及 等 が あ り,ま た そ こ で筆 者 と同 じ こ とが 指 摘 され 述 べ ら れ て い た とす れ ば,

優 先 の川頁序(優 先 権)と い う点 か ら は,筆 者 の 主 張 は 当 然 な が ら撤 回 され な け れ ば

な らな い と い う こ とに な ろ う 。

45)こ の 記 号 は,No.647の 出 版 され た テ キ ス トで は,文 字 が や や 不 鮮 明 で 判 読 に も

疑 問 が もた れ た とい う こ とで か,本 文 中 に は表 さ れ て い な い が,注 記 に よ っ て そ れ

が 記 さ れ て い た こ と が 知 ら れ る 。Seeκ 肋ro5ψ τ1㎞5c吻 琵oηs,pt.II,p.244,No.

647'snote2,`[tum]:uncertainaksaraformedfromtowithO。 α厄 まsbase.'な お,こ

の 記 号 の用 例 に つ い て,、 『カ ロ ー シ ュ テ ィ ー 文 書 集 』 で は 「(No.511文 書)以 外 に

も所 ど こ ろ に」(sporadicallyelsewhere)見 ら れ る と して い る が(seeibid.,pt.III,

P.299),筆 者 に は こ のN・.647の1例 以 外 に は確 認 で き な か つ た こ と を付 加 え て お

く。

46)SeeKhα γ05地τ1盈3σ∫pJJoπ5,pt.III,p.299:

Somemodificationofthevowelsoundmayalsoperhapsbeindicatedbythe

signOowhichoccursfrequentlyininscr.511,Pl.VIII,andsporadicallyelse-

where.Ininscr.511itiswrittenbeneathcertainaksarascontainingthevowelsa

oru;butitsuseisconfinedtoafewwords;viz.upalabhi,ladhva,ε α舌α撹αεッα,su-
QOOO∞

bhadra,吻 観α,襯 α鵬 ゐ駕[一],visudha.
　 ........

47)た だ し,そ の よ う な 場 合 で も,こ の記 号 が 常 に 必 ず!一 一一 付 さ れ る と は 限 ら

ず,付 さ れ て い な い(付 され な い?)よ う な例 も決 して 少 な くは な い 。

48)因 み に,こ の こ と は,No.511以 外 で は,筆 者 の確 認 し得 た 唯 一 の 例 で あ るNo.

647の 場 合 に関 して も,同 断 。

49)SeeJ.S.Speyer,ノ1"α(肱 πα9α孟αゐα,ACenturyofEdifyingTalesBelonging置othe

Hanayana,BibliothecaBuddhicaIII,St.Petersburg1902-9,rep.Osnabruck1.970

(以 下,""α4伽 α9α励 α'と 略),vol.1,PP.71-7.

50)大 正,第4巻,209ペ ー ジ上 ～ 下 段,参 照 。
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51)SeeK.Tal(ahata,Rα 孟ηα?滋1伽 αd励3(らAGarland(7fPreciousGemsorαCollection

(～fEdifyingTales,ToldznαMeer.icalForm,BelongingJotheMahayana,Tokyo,The

ToyoBunko,1954,pp.20-35.

52)大 正,第4巻,479ペ ー ジ 中 ～ 下 段,参 照 。(な お,前 注51)の 『ラ トナ マ ー ラ ー一

ア ヴ ァ ダー ナ』 及 び 本 書 の 場 合 に 関 して は,直 接 に は前 注38)に 掲 出 の 蓮 池 氏 の 論

文 で の 指 摘 に よる 。)

53)SeeKharosthalnscriptions,pt.III,p.321.(因 み に,同 書 で は,satraの 語 に つ い

て は そ れ に対 応 す るsnatra一 が 『ア ヴ ァ ダ ー ナ シ ャ タ カ』 第13話 の 「操 浴 ア ヴ ァ

ダ ー ナ」 に,同 様 にjamdakasatraに 関 して も同 じ くjentakasnatra一 な る 語 〔形 〕

が そ れ の 第50話 の 「ジ ャ ー ンバ ー ラ ア ヴ ァ ダ ー ナ」(Jambala)と 同 第100話 の 「結

集 ア ヴ ァ ダ ー ナ 」(Samgiti)に,そ れ ぞ れ 見 られ る こ とが 指 摘 さ れ て い る。)

54)SeeKhα 猶o鍍んτInscriptions,pt.III,p.321:

Thethirteenthavadanainthiscollection(viz..4"α 面 πα6α孟αゐα一bythepresent

author)tellsthestoryofakingwhointimeofterribledroughthadanartificial

lakeconstructedfortheablutionsoftheBuddhaCandanaandhisdisciples;and

itbearsthetitleSπ σ置?「a.._.

55)こ こ で 「蒸 気 浴(ま た は,蒸 風 呂?)」 とい う の は,jantaka/jentaka--snatra一 の

こ と(訳 語)。 因 み に,こ の 語 は,『 ア ヴ ァ ダ ー ナ シ ャ タ カ』(同 書 で の 綴 字 は,後

の 方 のjentakasnatra-)で は 第13話 に は 不 見 で,第50,100の2話 に の み 見 られ る が,

そ の2話 の 用 例 で は,両 方 と も仏 と直 接 に は 関 わ っ て い な い 。 一 方,こ の 「蒸 気 浴

の 布 施 」 に よ る 功 徳 の 件 に 関 し て は,最 後 の 第100話 で,仏 滅 直 後 に 結 集

(dharmasamgiti-)の た め に 王 舎 城 に 向 っ て い た 大 迦 葉 に対 して そ れ を行 っ た あ る

貧 しい 農 夫(daridrakarsaka)が,後 に ア シ ョー カ 王 の 時 代 に彼 の 王 子 の ク ナ ー ラ

に 匹敵 す る,む しろ そ れ 以 上 の 美 少 年 と な っ て 生 れ 変 る とい う よ う な物 語 の 形 で 示

さ れ て い る。See五 侃 ♂伽 αgα施肋,vol.II,pp.197-206.

56)本 文 書 に 関 して は,『 カ ロ ー シ ュ テ ィ ー 文 書 集 』 で こ れ と 『ア ヴ ァ ダ ー ナ シ ャ タ

カ』 との 関 係 が 指 摘 され て い る こ とか ら,そ の ま まそ の 『ア ヴ ァ ダ ー ナ シ ャ タ カ』

の こ と と解 した り,或 い は,こ れ が ニ ヤ 遺 跡 か ら出 土 した と い う こ と で,直 ち に そ

の ニ ヤ の仏 教 の 実 態 を伝 え る もの と考 え る 向 き もあ る よ う で あ る 。 そ の 中,前 者 に

関 して は もち ろ ん 論 外 だ が,後 者 の よ う な捉 え 方 につ い て も,も しそ れ が 該 地 で 作

ら れ た り著 され た こ とが 確 実 な ら,そ の よ う に見 る こ と も或 い は 可 能 か も しれ な い

が,し か し,筆 者 自 身 は そ うで は な く,つ ま り本 文 書 は ニ ヤ で 作 られ た り した もの

で は な く言 わ ば 「翻 訳 」 され た もの で,し た が っ て そ れ の 原 本 自体 は別 の と こ ろ で

作 成 さ れ,必 ず し も と言 う よ りも,恐 ら くは,決 して?!ニ ヤ の 仏 教 の 実 態

を反 映 す る もの で は な い で あ ろ う と考 え る の で,敢 え て こ の よ う な こ と も採 上 げ て

話 題 に し,多 少 意 見 ら しい もの を 開 陳 して み た とい う次 第 で あ る 。


